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建 学 の 精 神

「教育は愛なり」―
鶴虎太郎の教育精神を表したこの言葉を、建学の精神として定め継承してきました。学生、生徒、児童を心か
ら愛し、愛にもとづく教育をされ、愛を教育の本質とされた校祖の教育の精神を永遠の目標とし、その原点を
見失わないよう私たちはこれからも教育に取り組んでいきます。

“ E d u c a t i o n  i s  L o v e ”

“Always Walk Together with God and Serve Humanity”

校祖　鶴 虎太郎

教 育 方 針

人格の完成を目指し、心身ともに健康にして己を制御し、「常に神と共に歩み社会に奉仕する」人間の育成が、
鶴学園の教育方針です。さまざまな問題が山積し、教育の真価が問われようとしている今こそ、私たちは、
この教育方針を堅持し、社会に貢献できる教育を展開していきます。

理事長・総長　鶴 衛 校長　坂本　眞平学園創立者　鶴 襄

本校のミッション
学園の建学の精神に則り
トップレベルの本格的専門学校として
次代を見すえ高度な専門性を追求し
社会の期待に応える人を育てます
○教職員の３つの宣言 ○学生の行動指針
　私たち教職員は 　一、　笑顔で挨拶
　一、　熱い想いで一人ひとりを大切にします 　一、　相手の立場に立った行動
　一、　トップレベルの専門性を追求します 　一、　常にチャレンジ
　一、　一丸となり教育活動を実践します
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沿 　 　 　 革

校 章 ・校 舎

昭和59年４月 ・広島工業大学附属広島情報専門学校　開校
・情報システム工学科　開設

昭和60年４月 ・建築グラフィック学科　開設
昭和62年４月 ・音響芸術学科　開設

・映像メディア学科　開設
平成２年12月 ・広島県「2級建築士試験及び木造建築士試験受験資格認定校」となる
平成５年３月 ・国立シンガポール・ポリテクニック校と国際交流に関する覚書調印
平成５年４月 ・建設省「１級建築士試験受験資格認定校」となる
平成６年４月 ・広島工業大学専門学校に校名変更
平成７年12月 ・建設省「１級・２級建築施工管理技術検定受験資格認定校」となる

・建設省「１級・２級管工事施工管理技術検定受験資格認定校」となる
平成９年４月 ・建築グラフィック学科専攻科　開設
平成11年４月 ・測量土木工学科　開設

・応用情報学科　開設
平成15年４月 ・機械工学科　開設

・厚生労働省「国家技能検定 機械加工」指定校となる
平成17年４月 ・電気工学科　開設

・経済産業省「電気主任技術者の資格認定校」となる
平成18年４月 ・情報システム学科　開設

・CGクリエイティブ学科　開設
平成19年４月 ・まちづくり環境デザイン学科　開設
平成20年４月 ・ITスペシャリスト学科 開設
平成21年４月 ・メディアデザイン学科 開設
平成21年12月 ・ベトナム・ホンバン国際大学と国際交流に関する覚書調印
平成23年７月 ・国土交通省「１級・２級電気工事施工管理技術検定受験資格認定校」となる
平成24年４月 ・情報学科 開設

・音響・映像メディア学科 開設
平成25年４月 ・土木工学科 開設

・厚生労働省「国家技能検定 舞台機構調整」指定校となる
平成26年３月 ・文部科学省「職業実践専門課程」に認定される
平成27年７月 ・タイ王国国立カセサート大学と国際交流に関する覚書調印
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履　　　　　修

授　　　　　業

１．学期について
本校の学期は、前期と後期の二期制です。
前期・後期ごとに、決められたカリキュラムの時間割が発表されます。
・前期　　４月～９月
・後期　　10月～３月

２．授業時間について
　　　１時限は、90分授業です。授業の開始と終了はチャイムで知らせます。
　　　授業開始５分前に予鈴が鳴りますので、教室に入り、授業の準備をしてください。

時限 SHR
（生き方講座） Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

時刻 ９：00－９：10 ９：15－10：45 10：55－12：25 13：10－14：40 14：50－16：20

※ SHR（ショートホームルーム）は授業科目「生き方講座」の一部です。
※必要に応じて、Ⅳコマ目以降も授業を行うことがあります。

３．開校と閉校について

開校 閉校
月曜日から金曜日 8：30 19：00
土日曜日、祝日 終日閉校

※ただし、学生休業期間中については、別途指定します。
　特別な事情で閉校時間を越える場合は、事前にチューターに相談してください。

４．休講・補講・補習について
　　・休講とは、担当教員または学校の都合などにより授業を行わないことをいいます。
　　・補講とは、休講で授業が行われなかった場合、これを補うために行う授業のことをいいます。
　休講となった場合は、後日、時間割の空いている時間に補講を行います。その際、１階掲示板、または
教室に掲示しますので、注意して見てください。

　　・補習とは、正規授業を補うための講義のことをいいます。教科担当者が授業時間に加えて、必要と判断
した場合に実施するものです。

５．欠席・遅刻・早退について
やむを得ず、欠席・遅刻・早退をする場合は、必ずチューターに連絡してください。
出席率は、進級・卒業の判定に影響を及ぼしますので、留意してください。
ただし、特別な理由（下表参照）がある場合は、公認扱いとなります。

【公認扱いとなるもの】
次のような場合は、公認扱いとなりますので、クラスチューターに申し出てください。

公認扱いの理由 必要な書類 備　　　考
公共交通機関の遅延・
運行停止

遅延証明
（またはそれに類するもの）

証明が発行されなかった場合は、チューターに相
談してください。

就職試験・会社訪問 このことを証明する書類
対外試合・学会等 このことを証明する書類
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忌　　引 会葬御礼 父　　母：５日以内
祖 父 母：１日
兄弟姉妹：１日
叔父叔母：１日
土・日・祝日を含む。
ただし、遠方の場合は、別途考慮します。

法定伝染病
・ 学校保健安全法が指
定した伝染病（第一
種～第三種）

医師の証明・診断書、診療
明細書等の医療機関を受診
したことが分かる写し※

インフルエンザ・百日咳・麻疹・流行性耳下腺炎
（おたふく風邪）・結膜炎等
その他、感染性が強く、他の学生への影響が懸念
される場合は、別途考慮される場合があります。

※添付書類については、領収書などで対応する場合がありますので、その都度チューターに確認してくだ
さい。

【新型コロナウイルス感染症拡大防止にあたって】
多くの学生が過ごす校内での感染拡大を防ぐため、基本的な感染症対策を徹底し、感染及びその拡大の

リスクを可能な限り低減することが重要となります。
国・広島県の指導に基づき感染対策を行うこととしますので、感染拡大を防止する行動を取り、次のこ

とを守ってください。ただし、国・広島県の感染対策指針変更により内容が変更となる場合がありますの
で、学校の対策方針を確認してください。

　　　・ 校内や感染リスクが高い場面では、マスクを着用し、入館時・トイレ後・食事前には手洗いまたは手
指の消毒を行ってください。

　　　・ 毎朝（授業のない土・日・祝日や長期休業期間中も）体温を測定し、健康観察記録に10時30分までに
入力してください。

　　　・食事は「少人数」「短時間」とし、会話をしないようにしてください。
　　　・ 濃厚接触者と判定された場合や自分自身や同居している家族が PCR検査を受けるなど、少しでも感

染が疑われる場合には、①自宅で待機し、②速やかにチューターもしくは保健室へ連絡してください。
　　　・ 発熱や咳、倦怠感や味覚・嗅覚症状などの症状がある場合には、登校を避け、医療機関を受診してく

ださい。
　　　・ PCR 検査や抗原検査で「陽性」が出るなど、新型コロナウイルス感染症に感染した場合、医師が許

可するまで登校を避けてください。
　　　　〇広島市HP… 新型コロナウイルス感染症の相談窓口
　　　　　https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/korona/140558.html
６．台風・大雨など自然災害時の警報発表の時間と授業の休講について
【自然災害時の対応　－休校について－】

　　　（1）学校のホームページ（緊急連絡　午前６時、午前10時に掲載）でチェック
　　　　　　休校の連絡がある場合は、臨時休業とする。
　　　　　 　休校の連絡の表示がない場合は、ＮＨＫテレビ（またはＮＨＫラジオ）でチェックして、下の

（2）～（5）の内容にしたがって行動する。
　　　（2）ＮＨＫテレビ（またはラジオ）でチェック
　　　　　①午前６時の時点で、広島市に特別警報が発表されている場合は臨時休業とする
　　　　　②午前６時の時点で、広島市に次のいずれかが発表されている場合は自宅待機とする
　　　　　　◎大雨警報と洪水警報（同時）　◎暴風警報　◎暴風雪警報　◎大雪警報 
　　　　　　ア）午前10時の時点で、（2）のいずれかの警報が継続している場合は臨時休業とする。
　　　　　　イ ）②のすべての警報が午前10時の時点で、解除された場合は３コマ目（午後）から授業を実施する。
　　　（3）広島県防災Ｗｅｂでチェック
　　　　　 　午前６時の時点で、広島市西区観音小学校区（福島町二丁目）に避難情報「警戒レベル４」また

は「警戒レベル５」が発表されている場合は自宅待機とする。



― 5―

　　　　　① 午前10時の時点でこの避難情報「警戒レベル４」または「警戒レベル５」が継続している場合は
臨時休業とする。

　　　　　② 午前10時の時点でこの避難情報が「警戒レベル３」以下に下げられた場合は３コマ目（午後）か
ら授業を実施する。

　　　（4）地震発生時の対応
　　　　　 　広島市において、「震度５強」以上の地震が発生した場合は臨時休業とし、学校再開については、

本校のホームページ（またはチューターからの連絡）で行う。
　　　（5）留意事項
　　　　　① 広島市に警報や避難情報が発表されていない場合でも、自分が居住している市町村で警報が発表

されている場合は、上記の（2）、（3）、（4）に準じて対応し学校に連絡する。
　　　　　② 警報や避難情報「警戒レベル４」または「警戒レベル５」が発表されていない場合でも、危険が

予想される（登下校で利用する交通遮断も含む）場合には、自宅待機とし、その状況を学校に連
絡する。

　　　　　③ 登校途中に警報や避難情報「警戒レベル４」または「警戒レベル５」が発表された場合は、自宅・
学校・最寄りの駅など安全な場所で待機し、学校および保護者に連絡する。

　　　　　④ 上記に示しているもの以外に、緊急な状況が発生した場合の臨時休業等の連絡は、本校のホーム
ページ（またはチューターからの連絡）で行う。

【午前９時以降に警報・避難情報が発表された時の対応】
　① 午前９時を越えて災害発生または警報が発表された場合は、学校が休校措置等について判断し、校内
放送もしくはチューターから連絡をします。

　②学生は、ホームルームの教室で待機しておいてください。
【補講の措置について】
　上記の理由により休講となった授業は、補講を行います。
　補講の実施日等については、学科ごとにあらためて連絡をします。
【その他】

　　　その他、緊急な場合や、判断に迷う場合は学校に問い合わせてください。
　　　上記のことについては、学校のホームページで、学校の対応や情報を確認することができます。
【参考】

　　　広島県防災Web http://www.bousai.pref.hiroshima.jp/
　　　NHK広島放送局 https://www.nhk.or.jp/hiroshima/

単位と授業時数

１．単位と授業時数について
本校では、学科ごとに学習する教科を「教育課程表」で示しています。教育課程表では、授業科目ごと

に「単位」と「授業時数」を表示しています。
「単位」・・・卒業認定や編入学等に必要

　　　　授業科目ごとに単位数を設定し、卒業には単位の合計が一定の基準に達していることが必要です。こ
れにより、他の高等教育機関（大学・短大・高等専門学校等）において修得した単位を、本校の単位と
して認めたり、本校卒業後、編入学する際には、既修得単位として申請することが可能になります。

「授業時数」・・・専門士の称号付与に必要
　　　　本校を卒業すると、『専門士（文部科学省告示）』の称号が与えられます。『専門士』としての称号を

得るには、以下の３つの条件があり、その際に総授業時数が必要になります。
・専門士としての条件
　①　修業年限が、２年以上であること。
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　②　課程修了に必要な総授業時数が、1700単位時間以上であること。（１単位時間は45分）
　③　試験などによる成績評価に基づいて、課程修了の認定を行っていること。

２．単位数について
「１単位」は、科目内容を45単位時間学習した場合に認められます。
講義は、この45単位時間に「予習・復習」の時間を含むものとして考え、授業時数15～30単位時間を「１

単位」としています。
実験・実習などは、自宅での「予習・復習」が困難なので、授業時数は30～45単位時間を「１単位」と

しています。
３．海外研修・短期留学における単位について

海外研修：帰国後のレポート提出により、単位を認定します。
短期留学：留学先の成績評価および帰国後のレポート提出により、単位を認定します。

４．インターンシップについて
特別開講科目として、インターンシップを実施しています。
インターンシップとは、在学中に自らの専攻、将来のキャリアに関連した就業体験を行うことで、この

プログラムをとおして自分の適性を認識したり、技術力を高めることを目的としています。
期間は１～２週間程度で、希望者は、担当教員に申し出てプログラムに参加します。海外インターンシッ

プに参加できる制度もあります。

受講と履修

１．受講と履修について
受講とは、授業を受けることです。受講する科目は自分で選択し決定します。履修とは、学科が提示す

る一連の科目を受講することです。学科が提示する科目を受講し、必要な単位を取得することで当該学科
の卒業が認定されます。履修科目は、教育課程表（50～58ページ）に学科ごとに示されています。
各期の初めに、履修科目に基づいた「時間割」が学科ごとに提示されます。時間割は、卒業に必要な履

修科目を網羅しており、時間割に従って受講することが基本となります。
２．科目の開講区分について

教育課程表には、一般科目、専門科目、特別科目の分類とともに、科目ごとに開講区分「必履修科目」「必履
修選択科目」「選択科目」「特別開講科目」が示されています。特に、「必履修科目」「必履修選択科目」は、学科
の卒業要件の科目であるため履修が必須となります。「選択科目」「特別開講科目」は他学科の科目を受講するこ
ともできますが、その際にはチューターに相談してください。受講者の状況によって制限されることもあります。

３．大学編入に関わる科目について
履修科目とは別に、大学編入学のための学科共通科目が開講されます。これらの科目は、編入学の際、

大学の単位に読み替えられますので、編入学希望者は受講が必要となります。編入学する学科によって単
位の読み替えが異なりますので、チューターに相談してください。この学科共通科目は、大学編入学を希
望しない学生も受講できますが、受講者の状況によって制限されることがあります。

試　　　　　験

１．試験について
　　　試験の種類は、次のとおりです。

　　・定期試験　　　　
前期末試験
後期末試験

　　　　期間を定めて、学期末に行う試験

　　・追試験　　　　　　　　　　　　急病などで定期試験を受験できなかった学生に対して行う試験
　　・再試験　　　　　　　　　　　　 合格点に達しなかった学生に対して行う試験
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　　・小試験　　　　　　　　　　　　授業の中で随時行われる試験
２．定期試験について

定期試験は、期間を定めて各期末に行う試験です。
定期試験時間割は、試験の１週間前に関係クラスおよび受講者に連絡します。
試験中、30分を超えて遅刻した場合は、入室・受験はできません。また、何らかの理由で退室する場合

も、開始後30分は退室できません。
また、試験に使用する教室は、平常の授業教室と異なる場合があるので、よく確認してください。
なお、学科・コースにより、定期試験の日程が異なることがありますので、注意してください。

３．再試験について
再試験は、各期末試験の後に「再試験期間」として一定期間を設けて実施しますが、全ての授業科目に

再試験がある訳ではないので、特に時間割は発表しません。
再試験の有無や時間については、授業科目担当教員が１階掲

示板に発表します。再試験期間は１階掲示板を確認し、受験す
る場合には所定の手続きをとってください。

　　【再試験の手続き】
　　①定期試験終了後、１階掲示板を見る。
　　②発表のあった科目の再試験に該当していたら、教員室で、「再

試験申込票」をもらう。再試験扱いの提出物（レポートなど）
の場合も手続きが必要。

　　③必要事項を記入し、チューターに提出する。
　　④チューター印が押印された「担当教員保管」分を受け取る。
　　⑤「担当教員保管」分を授業科目担当教員に提出し再試験を受

験する。
　（手続き未了の場合、受験できない）
※年度と学期は、再試験が実施される年度と学期を記入するこ
と。
全ての科目に再試験がある訳ではないので、定期試験を重要

視しなければならないことはいうまでもありません。
４．追試験について

追試験は、各期末試験の後の「再試験期間」に実施しますが、病気やケガ等で定期試験を受験できなかっ
た者を対象とします。「診療費領収書」等を授業科目担当教員に提出し、願い出てください。授業科目担
当教員とチューターが協議の上で実施します。

学　業　成　績

１．単位の認定について
単位の認定については、授業科目担当教員が出席状況と期末試験および平常点から総合的に判定します。
単位が認定されるのは、成績評価がＳ（秀）、Ａ（優）、Ｂ（良）、Ｃ（可）の者です。成績評価がＤ（不

可）の者は、単位が認定されません。その場合、再試験を受け合格するとＣ（可）の評価となり、単位が
認定されます。

２．出席について
　学修態度及び出席率が良好であることが求められます。
　出席率は次の計算方法により算出します。

　　　①「総授業時数」を計算する。
１回の授業を２時間とみなし、授業時間の総時数を計算します。

「再試験申込票」（縮小版）
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特別欠席は、出席したものとみなしますので、総授業時数に変更はありません。
　　　②学生個人の「出席時数」を計算する。

１回の欠席は２時間の欠課、１回の遅刻は0.7時間の欠課、１回の早退は0.7時間の欠課として、学生各々
の出席時数を算出します。（特別欠席は、出席扱い）
ただし、遅刻・早退の扱いは、30分以内が常識の範囲であり、それ以外は、１～２時間の範囲でそれ
に応じた欠課とみなします。

　　　③「出席率」を計算します。
　　　　　　　　　  ②出席時数
　　　　出席率＝  　×100（％）
　　　　　　　　　 ①総授業時数
３．成績評価について

出席率が基準に達した学生に対し、シラバスに明記した評価割合・尺度にしたがって次の基準により評
価します。

　　【成績評価の基準】
　　　　期末試験＋平常点＝素点→５段階評価

素　　点 評価 　
90～100 Ｓ （秀）
80～89 Ａ （優）
70～79 Ｂ （良）
60～69 Ｃ （可）
60未満・未受験 Ｄ （不可）

　（平常点とは、小試験・宿題・レポート・授業態度を考慮することをいう。）

Ｇ　Ｐ　Ａ

　GPA（Grade Point Average）とは、学生が受講し評価を受けた科目の成績平均値のことで、学習に関する
指導に用いるものです。GPAは、２年課程は１年次修了時点、３年課程（ITスペシャリスト学科）は２年次
修了時点を基本とします。
　なお、GPAは次の計算式によって求めます。
　GPA＝（履修科目の評価×単位数）の合計　÷　履修科目の総単位数
　履修科目の評価は、評価Ｓを４点、Ａを３点、Ｂを２点、Ｃを１点、再試験等による評価を0.5点とし、単
位を取得した科目の単位数を乗じて総合点を求め、履修した科目の総単位数で除し、第二位を四捨五入し小数
第一位まで求めます。

卒業・進級の要件

１．卒業の要件
卒業に必要な単位数は、次のようになります。

　　【卒業に必要な単位数】
①修業年限３年の学科　141単位以上
②修業年限２年の学科　94単位以上
③修業年限１年の学科　47単位以上
④修業年限１年の専攻科　48単位以上
ただし、各学科が定める必履修科目については、全てを履修し単位を修得しなければなりません。

　　・大学・短大など他の高等教育機関等において取得した単位を、本校の要卒単位として認めることもあり
ます。その場合は別途手続きが必要ですので、チューターに相談してください。
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２．進級の要件
学科ごとに必要な単位数を修得しなければなりません。授業時間数・評価などの要件が満たされない場

合は進級ができません。（学科ごとに定められた要件は異なりますので、注意してください。）

学　籍　異　動

１．休学について
休学とは、病気やその他の理由で就学が困難な場合にとられる処置です。
２ケ月以上に及ぶ入院などの場合、「休学願」を提出することとなり、１年以内の範囲で休学すること

ができます。特別の理由がある場合は、さらに１年間の延長も認めることがあります。
休学の期間は、通算して２年を超えることはできません。休学には「休学願」の提出が必要となり、チュー

ターを経て校長に提出しなければなりません。
休学中の授業料などの納付金は、減額になりますが、学期途中での休学には適用されません。

２．復学について
復学とは、休学している学生が授業に復帰することです。
復学には「復学願」の提出が必要となり、チューターを経て校長に提出しなければなりません。

３．転科について
転科とは、入学した学科と異なる学科へ移籍することです。
願い出により、他学科へ転科を認めることがありますが、年度途中での転科は認めません。
転科を希望する場合、よくチューターと相談してください。

４．退学について
病気その他やむを得ない理由により退学しようとするとき、保護者とともにチューターおよび学科長の

面接を受けた後、「退学願」をチューターを経て校長に提出しなければなりません。

資　格　取　得

　専門学校を卒業した学生を、企業や社会では「即戦力」として期待しています。「即戦力」とは、すぐ実務
で役に立つということです。
　そうした実務に対する能力を判定・証明するものが、「資格」「検定」となります。本校の各学科は、それに
応じた「資格」「検定」の認定校にもなっています。65ページの予定表を参考にして、ひとつでも多くの「資格」
「検定」にチャレンジしてください。

大学編入学（学園内推薦制度）

　より広く、より深く学ぶ意欲に応えるため、同じ学園である広島工業大学への編入学が「学園内推薦」とし
て制度化されています。出席率が90％以上で、かつ１年次または２年次修了時点でのGPAにより学科内順位
が上位１／３以上で、学習態度、学習意欲等を総合的に評価し推薦に値する者は、校長の推薦を得ることによっ
て、広島工業大学に編入できる仕組みです。
　なお、専門学校で取得した単位は、大学の卒業に必要な単位数である124単位のうち最大で62単位までが読
み替えられます。各学科の専門科目はもちろんですが、英語、数学、物理、プレゼンテーションＡ、コミュニ
ケーションＡなどの一般教養科目を本校で開講していますので履修してください。
　専門学校での単位取得状況および単位の読み替え状況により、大学の２年次または３年次編入となります。
　編入学についての詳細は、４月初旬に説明会を実施しますので、案内に注意してください。
　　・広島工業大学ホームページ　　 https://www.it-hiroshima.ac.jp
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第２種特待生

　第２種特待生は、２年次以上の学生を対象とした特待生制度です。選考要領は以下のとおりです。
１．出願資格

２年課程の１年および３年課程の１・２年次に在籍し、次年度も本校に在籍予定の者。
２．特待の種類

①Ａ特待・・・年間授業料の全額免除
②Ｂ特待・・・年間授業料の半額免除
③Ｃ特待・・・年間授業料のうち10万円を免除
※特待生の期間は、１年間です。ただし、引き続き特待生に出願することもできます。

３．資格取消について
特待生に選ばれても、学業成績や出席状況が低落するなど、特待生として不適当と認められた場合は、

資格が取り消されることがあります。
４．スケジュール

募集：１月中旬（募集締切：２月上旬）
選考：３月
採否通知：３月末

５．その他
特待生に選ばれた学生は、学校が行う行事・ボランティア活動や広報活動などに積極的に参加して、他

の学生模範となるように努めてください。
詳細は、特待生規則（43ページ）をご覧下さい。

※ 大学等における修学の支援に関する法律に基づく学費減免を受ける場合の取扱いは説明会で説明するので、必ず参加してください。

授業料等の納入期限

１．授業料等
授業料等の納入金額は、学則（納入金）の項に示されています。

２．納入期限
授業料等の納入期限は、授業料等納入規則の項に示されています。

　　（参考）　前期納入期限は４月末（専攻科については３月末）、後期納入期限は９月末（専攻科については
７月末）とします。ただし、新入生および後期入学生については別に定めています。
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就　職　支　援

キャリアサポートセンター（就職支援室）

　キャリアサポートセンター（以下「CSC」という。）は、チューターと連携し、個別指導を基本とした「学
生一人ひとりの個性や希望進路に合った就職支援」を展開し、“安心できる就職”の実現に努めています。
　学生一人ひとりが、「企業で働く意識」を持って、自分らしい就職ができ、人生を豊かにすることができる
ようにサポートし、以下の就職活動の支援に取り組んでいます。

①　就職活動の支援
　・求人開拓
　・就職ガイダンスの実施
　・企業説明会等の情報提供
②　キャリアカウンセリングの支援
　・自己分析／自己理解の指導
　・職種、業界、企業研究の指導　
　・就職情報収集の指導
　・志望動機の形成指導

③　入社試験直前の支援
　・提出書類の確認
　・志望動機／自己 PRの内容確認
　・筆記試験、適性試験および面接試験の指導
　・入社試験報告書による情報提供
④　就職内定後の支援
　・内定手続きの指導
　・入社承諾書および礼状の書き方の指導
　・社会人としてのマナー指導

　就職活動スケジュールについては、10月～ 11
月に行う学生対象就職ガイダンスで「就職ハン
ドブック」を使用して説明します。就職ハンド
ブックは、ノート型になっていますので、就職
活動の記録が残せます。学生活動記録から始ま
り、自己分析、履歴書の書き方、面接試験、礼
状の出し方までフォローされています。就職ハ
ンドブックは、卒業するまで使用するものです
から大切にしてください。
　CSC の場所は、１Ｆ西側にあります。豊富な
企業経験や専門知識を持ったスタッフが相談に
応じます。いつでも気軽に来室して下さい。また、
企業からの求人票ファイルも自由に見ることが
できます。来室する際には必ず「就職ハンドブッ
ク」を携行してください。
　CSC を十分に活用し、進路決定に役立ててく
ださい。
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学　生　生　活

チューター制度

　本校では、学生と教員とのふれあいの場を通じて、より豊かな人間性を育みながら、有意義な学生生活を実
現するために、クラスごとにチューターをおいています。チューターは、中・高校の学級担任に相当し、学生
としての本分を全うし、よりよい学生生活が送れるように指導するだけではなく、学生の個人的な問題につい
ても相談に応じ、円満な解決が図れるようサポートします。

アルバイトについて

　卒業後、社会にとって即戦力と考えられている専門学校の授業は、想像以上にハードな面があるため、アル
バイトは奨励していません。経済的な事情でアルバイト収入が必要な場合には、学業に差し支えないよう、夏
休み・冬休みなどの長期休暇にアルバイトを行うようにしましょう。

健康管理・保険

１．保健室
保健室（２階東側）では、病気やけがの応急処置のほかに、健康問題の相談にも応じています。
また、毎年４月中旬に全学生の健康診断を実施し、学生生活をサポートしています。健康診断受診を機会に、

自己の健康状態について認識し、健康に生きるための健康管理意識を持って生活してください。
なお、健康診断を受診していないと、就職の際に必要となる健康診断書が発行できませんので、必ず受

診してください。
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２．学生・生徒24時間共済（文部科学省認可　キャリア教育共済協同組合）
この制度は、校内はもちろん私生活での事故も対象となり、学生を取り巻く危険を幅広く補償する制度

です。補償についての相談は、事務室学生窓口で行っています。

対象 補償の種類 お支払いする場合 補償限度額

学
　
　
　
生

賠償責任危険共済金

学生・生徒が学校管理下の活動（正課・学校行
事・課外活動など、インターンシップ中を含み
ます。）や、その他日常生活（アルバイトを含
みます。）において、事故により他人の身体の
障害または財物の損壊について法律上の損害賠
償責任を負った場合。また、学生・生徒の居住
する住宅の使用・管理に起因する賠償事故も併
せて補償します。

１事故
3,000万円

傷害治療諸費用共済金

学生が、急激かつ偶然な外来の事故によるケガ
が原因で治療した場合。治療開始日からその日
を含めて365日以内に負担した医療費、差額ベッ
ド代、交通費等をお支払いします。

１事故
30万円

傷害死亡共済金
学生が、急激かつ偶然な外来の事故によるケガ・
食中毒が原因で、事故発生日からその日を含め
て180日以内に死亡された場合。

140万円

傷害後遺障害共済金

急激かつ偶然な外来の事故によるケガが原因
で、学生に事故発生日からその日を含めて180
日以内に後遺障害が生じた場合。
食中毒または特定感染症を発病し発病の日から
その日を含めて180日以内に身体に後遺障害が
生じた場合。
後遺障害の程度に応じて、死亡共済の４％～
100%をお支払いします。

140万円

葬祭費用共済金
学生が、傷害または疾病により死亡し、葬祭が
行われた場合。

90万円

保
証
人

葬祭費用共済金
（弔慰金）

保証人弔慰金規定に基づき、保証人の傷害また
は疾病がもとで死亡し、葬祭が行われた場合（疾
病に関しては加入時より１年前までの既往症に
よる死亡は除く）。

50万円

※全ての補償について、24時間補償・国内、海外問わず補償となります。
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奨　　学　　金

　本校で取り扱っている奨学金制度には、日本学生支援機構と、本校独自の鶴虎太郎奨学会・広島工業大学専
門学校同窓会の３種類があります。修学意欲が高いにも関わらず、経済的理由で修学することが困難な学生に
対して、奨学金の貸与・給付を行い、支援をしています。

機関名 資格と採否 種類と貸与または給付金額 貸与・給付期間

独立行政法人
日本学生
支援機構

人物・学業ともに優れ、か
つ健康であって、経済的理
由により、修学に困難があ
ると認められる者で、在学
期間（休学期間を除く）が
修業年限を越えない者を学
校長が推薦し、日本学生支
援機構が決定。

第一種奨学金（貸与型・無利息）
月額（選択）
〈自宅通学〉 〈自宅外通学〉
53,000円 60,000円
40,000円 50,000円
30,000円 40,000円
20,000円 30,000円

20,000円
※ ただし最高月額については家計基準
あり

第二種奨学金（貸与型・利息が付くタイプ）
月額（選択）
　・20,000円～ 120,000円
　　　　　　（10,000円刻み）
※ 卒業後７ヵ月目の月から返還が始ま
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
　ります。
　　 〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

修業年限
（１年～３年）
　所属する学科の
修業年限内であれ
ば卒業まで貸与さ
れます。
　ただし、退学等
による学籍の失効、
辞退、適格不認定
による停止・廃止
の対象となった場
合は、修業年限途
中であっても貸与
が打ち切られます。

公益財団法人
鶴虎太郎奨学会

日本学生支援機構の推薦基
準に準じて、学校長が推薦
し、鶴虎太郎奨学会が決定。

年額120,000円
年２回、60,000円ずつ給付されます。
※交付（予定）：10月・１月
（返還の必要なし）

１年間
採用された年度の
み給付されます。

広島工業大学
専門学校同窓会

鶴虎太郎奨学会の選考に漏
れた学生を学校長が推薦
し、同窓会が決定。

年額60,000円
年２回、30,000円ずつ給付されます。
※交付（予定）：10月・１月
（返還の必要なし）

　【奨学生申込説明会の開催】
　　　奨学生を希望する学生は、４月に説明会が開催されますので必ず出席して下さい。出席しない場合は、
奨学生になる機会を失うことになりますので、注意して下さい。

　【奨学生の諸手続き】
　　　奨学生希望者ならびに奨学生となった学生は、諸手続を定められた期間内で行わなければなりません。
手続きが不備である場合や期限を過ぎると奨学生としての資格を失うことがありますので、注意して下さ
い。

　【奨学生の適格認定】
　　　「人物」「出席状況」「成績」「経済状況」などを総合的に判断し、奨学生としてふさわしくないと判断さ
れた場合については、停止（奨学金の交付を一時的に停止。その後、改善された場合は停止解除）あるい
は、廃止（奨学生の資格を剥奪）の措置を年度途中でも行うことがあります。
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キャンパス・ハラスメント

ハラスメントとは
行動や態度、言葉での嫌がらせ、いじめのことをハラスメントといい、教育や研究の場で起こる「アカ

デミック・ハラスメント」、性差別的な意識に基づく性的な嫌がらせである「セクシャル・ハラスメント」等、
学校の中で起こりうるハラスメントを総称して「キャンパス・ハラスメント」という呼び方をしています。
単位の認定や成績評価、就職の斡旋などにおいて、地位を利用するなどして相手に不利益や逆に不当な

利益を与える「対価型」と、勉強することや学生生活を送ることに対しての環境を悪くさせる発言や行動
をする「環境型」とがあります。

　　キャンパス・ハラスメントの例
　　【対価型】
　　・ 指導に従わないことに腹を立てて、学生に暴言をはいたり、暴力的な行為を取ったり、あるいは、意図

的に無視をする。
　　・成績が良いにもかかわらず、態度が気に入らないといって単位を出さない。
　　・就職の面倒を見るからと言って性的なことを要求する。

　　【環境型】
　　・学生の気持ちに反して、プライベートなことをしつこく聞く。
　　・学生の容姿や容貌を話題にして不快にさせる。
　　・性的な冗談を言ったり、性的な服従を迫る。

本校では、学生の皆さんが気持ち良く勉学に励み、楽しい学生生活を送ることができる環境を作るため、
キャンパス・ハラスメントを防止するための「ハラスメント防止部会」を教職員組織の中に位置づけ、相
談員を置き相談制度を設けています。
不快感や恐怖感を覚えるような行為に対しては、断固として「嫌だ」という意思を伝えましょう。「嫌だ」

という意思表示をしたにもかかわらず、ハラスメントが続いたとき、あるいは、「嫌だ」という意思を伝
えることが困難なときは、相談員に相談してください。
直接の被害者だけでなく、他人に対するハラスメントを不快に感じる場合にも、相談してください。あ

なたのまわりに被害を受けている友人がいたら、相談に行くように勧め、証人になってあげてください。
一人で悩みを抱え込まないこと、早めに相談すること、それが解決の近道となります。

相 談 員 制 度

「チューターには話しづらい」「誰にも知られたくない」という悩みや相談については、一人で抱えずに
気軽に相談員制度を利用してください。

　　・次頁の相談員リストの中からあなたが話しやすい相談員へ連絡をとってください。
　　・相談の時間や場所を相談員と話し合ってきめましょう。
　　・電話や手紙、電子メールでの相談も受け付けています。
　　・名前を明かさずに相談することもできます。

相談員は、相談内容を他人に漏らすことは決してありません。また、相談をした本人だけでなく、証言
をした人も不利益を受けることは決してありません。
相談内容に対するその後の対応は、相談者自身の意向を最大限に尊重して行われます。
そして、必要と認められる場合には、被害者の同意を得て調査を行い、問題の解決と環境改善など再発
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防止のために必要な措置をとります。

　　相談員

氏　　名 所属・職名 e-mail
瀧　口　啓　倫 教　　　　頭 h.takiguchi.iu@hitp.ac.jp
増　永　直　規 学生指導部長 n.masunaga.7g@hitp.ac.jp
藤　木　よし子 総務部副部長 y.fujiki.4g@hitp.ac.jp
岩　見　賢　司 事　 務　 長 k.iwami.vk@hitp.ac.jp
長　澤　敦　子 保　 健　 室 a.nagasawa.2i@hitp.ac.jp

　　女子学生支援センター
氏　　名 e-mail

瀧　口　啓　倫

jsc@hitp.ac.jp
木　村　安　曇
藤　木　よし子
長　澤　敦　子

情報倫理ガイドライン

　本ガイドラインは、学内のコンピュータやネットワークおよび個人のスマートフォン等の情報端末を利用す
る場合に、守らなければならない基本的事項をまとめたものです。これらの事項が守られないと、本人および
学校の信用が失われたり、法的な問題に発展する場合もあります。そのような事態にならないように、一人一
人が十分に注意してください。

１ ．本校のコンピュータおよびネットワーク等は、教育・研究などの目的以外には使用しない。

２．本校のコンピュータ、ネットワークの円滑な利用・運用の妨げになる行為を行わない。
　　（1）　本校のコンピュータの破損・盗難や設定等の変更を行わない。
　　（2）　本校のネットワークへの妨害や、ウイルスの感染・発信を行わない。

３ ．学内のデータ（個人情報等）は、個人のスマートフォンや外部記憶媒体等（USBメモリ等）に入れて外
部に持ち出さない。

４．ネチケット（ネットワークでのエチケット）を守ってインターネットを使用する。
　　（1）　名誉毀損・誹謗中傷・人権侵害・ハラスメント等の書込みを行わない。
　　（2）　他人のプライバシーや、なりすまし、嘘・噂の情報を発信しない。
　　（3）　著作・肖像・知的所有権を侵害（ダウンロード、ファイル交換、コピー等）しない。
　　（4）　他人のＩＤ・パスワードを貸借りしない。
　　（5）　他人のＩＤ・パスワードを用いて不正アクセスを行わない。
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広島工業大学専門学校における個人情報保護のための基本方針

　広島工業大学専門学校では、学生をはじめとして、保護者・卒業生・教職員などに至るまでの学校関係者の
個人情報を取り扱っております。そのため本校においては、個人情報保護の重要性を認識し、個人情報の不正
利用および流失などを防止し、それを適切に使用するために、引き続き教職員の個人情報保護への意識向上を
図るとともに、以下のとおり個人情報保護に係る取り組みを積極的に行います。

　１．個人情報とは何かを明確にします。
　　 　個人情報とは、本校の学生とその保護者および卒業生、専任および非常勤などの教職員、受験生および
その保護者などに関する各種の情報であり、教職員が業務上取得または作成したもののうち、氏名・生年
月日その他の記述などにより特定の個人が識別され、または識別され得るものをいいます。

　２．個人情報の収集・利用・提供を適切に行います。
　　 　個人情報の収集は、本校の業務を遂行するために必要な範囲内において、適切な方法によって行います。
個人情報の利用および提供にあたっては、事前に告知した利用目的の範囲を超えて利用したり、学園外の
第三者に提供しません。ただし、それらについて、法令の定めに基づく場合や本人の事前の同意があるな
どの場合においては、この限りにありません。

　３．個人情報保護のために管理体制を充実させます。
　　 　本校で収集し保有する個人情報については、その正確性と安全性を確保するため、改ざん、紛失および
漏洩等の防止について適正な措置を講じます。また、本校の教職員に対しては、個人情報の重要性を充分
認識し、その管理・運用および保護を更に適切に行うよう、必要な指導と研修を実施します。

　４．本人への個人情報の開示を適切に行います。
　　 　本人からの個人情報に関する開示、訂正、利用停止などの請求を外部公的機関から求められた場合、定
められた方法により当該情報の所管部署で受け付けることとし、適正な理由であると所管部署の管理職ま
たは長が判断した場合において請求に応じることとします。
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施　設　利　用

１．図書室
図書室は１階にあります。

　　　分野別（学科別）に整理収納してあります。他に専門雑誌・新聞および文庫本等も気軽に読むことがで
きます。

　　※図書貸出手続きは本の裏ページにある図書カードに、クラス・氏名・貸出日・返却日（最長２週間）を
記入し、学生証を提示してください。

２．国際交流センター
　　　国際交流センターは、１階東側の111教室にあります。本校が推進するグローバル人材育成の拠点とし
て機能するもので、担当教員が、海外交流・海外インターンシップ・短期留学について、学生の皆さんの
支援を行います。

３．個人ロッカー
男子学生には地下１階に、女子学生には２階に専用ロッカールームがあります。
借用手続きをすることにより利用することができます。
カギは各自でダイヤル式南京錠を用意し、施錠してください。無施錠による盗難等については、学校は

責任を負いませんので、必ず施錠してください。故意による破損等があった場合、実費を請求することが
あります。

４．食　　堂
食堂は地下１階にあります。

　　　営業時間は、11時30分から13時00分ですが都合によって変更することもあります。なお、長期休業日中
は、休業または営業時間が短縮されますので、掲示に注意してください。

５．自動販売機コーナー
自販機コーナーは、地下１階・２階・４階・５階・６階にあります。

６．インターネット
　　　授業や放課後の自習でインターネットを活用できるように、ネットワーク環境を整えています。積極的
に活用してください。
授業でインターネットを使用する時は、授業科目担当の先生から利用方法等の注意を聞いて下さい。

７．トレーニングルーム
　　　放課後にトレーニングルーム（９階）を利用するこ
とが出来ます。（状況によっては、利用できない場合
があります。）卓球用具は事務室で貸し出しています。

８．自転車等通学について
　　　本校では、学生のために、自動二輪車、原動機付自
転車、自転車（以下「自転車等通学」という。）を使
用して通学する事を認めています。自転車等通学を行
う場合、つぎの点を守ってください。

　　　（1）自動車通学は認めていない。
　　　（2） 道路交通法および関連法令を順守し、運転マ

ナーに留意し安全運転を心がけること。
　　　（3） 違法改造および空ぶかしなど、近隣に迷惑をか

ける自動二輪等通学は一切認めないものとする。
　　　（4）自転車等通学を行う場合、自転車等は本校駐輪場を利用すること。
　　　（5） 駐輪場を利用する場合、施錠を行うこと。バイク等ではハンドルロック、自転車ではダブルロック

を行うこと。

二輪車駐輪場位置図
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　　　（6）駐輪場には、ヘルメット等貴重品を置かないこと。
　　　（7）駐輪場は閉校時間に施錠するので、それまでに出庫すること。
　　　（8）駐輪場は禁煙です。

上記、ルールが守れない学生は、自転車等通学を禁止する他、学則第41条に基づく懲戒の対象とします。
なお、学内外を問わず、いかなる場合におけるどのような事故についても、本学は一切の責任を負いません。

９．落とし物
校内で落とし物を拾ったときは、ただちに事務室へ届けてください。
落とし物の保管は、事務室で行っています。落とし物をした人は、事務室へ申し出てください。保管期

間は３ヶ月です。期間を過ぎたものについては処分します。
10．貴重品

貴重品は学生ロッカーに鍵をかけて保管するか、いつも身につけておきましょう。盗難にあった場合は、
ただちにチューターへ報告してください。実習等で他教室を利用する場合、教室に私物を置いていかない
ようにしてください。

11．喫煙について
喫煙は、20歳以上の学生のみ認めています。喫煙する場合は、決められた場所以外では吸わないでくだ

さい。なお、20歳未満の学生は、喫煙場所に入ることも禁止しています。
20歳未満の喫煙や指定場所以外での喫煙に対しては厳しく指導するとともに、場合によっては学則第41

条に基づく懲戒の対象とします。

図書室

食　堂

駐輪場

メディアステーション

自動販売機コーナー

国際交流センター
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証　　明　　書

１．各種証明書発行
「個人情報保護法（平成17年４月１日より施行）」に基づき、各種証明書の発行にあたっては、本人の意
思による申込みであることを確認します。このため、申請・受取の際には、学生証（身分証明書）の提示
が必要です。また、代理人による申請には、委任状（本人の署名・捺印のあるもの）と代理人の身分証明
書の提出が必要です。
各種証明書は申込み日の翌日の午後に発行します。金曜日の申込みは月曜日発行、祝祭日・休校日前日の

申込みは、翌開校日の午後に発行します。証明書代金は、申込み時に事務室学生窓口で支払ってください。
ただし、年度初めや、就職時期、卒業時は申込みが集中しますので、余裕をもって早めに申し込んでく

ださい。

証　明　書 金額（円） 申　込　み　方　法
在 学 証 明 書 100

所定の申込書に記入し、事務室学生窓口に申し込む。
健 康 診 断 書 100
学 業 成 績 証 明 書 100 所定の申込書に記入し、就職用の場合には、チューターに確認

印をもらい、事務室学生窓口に申し込む。
※就職活動で学割を申し込む場合は、チューター・キャリアサ
ポートセンターで確認印をもらい、事務室学生窓口に申し込む。

卒 業 見 込 証 明 書 100
修 了 見 込 証 明 書 100
学　　　 割　（JR） 100

推 薦 書 100
所定の申込書に記入し、チューター・キャリアサポートセン
ターで確認印をもらい、求人票の写しとともに事務室学生窓
口に申し込む。

学 生 証 再 発 行 500 所定の申込書に記入し、事務室学生窓口に申し込む。
（申込から発行まで約１週間）そ の 他 の 証 明 書 200

卒  

業  

生

卒 業 証 明 書 310 （卒業時申込）
所定の申込書に記入し、事務室学生窓口に申し込む。
遠方者は郵送も可。詳細は本校ホームページを参照。
URL https://www.hitp.ac.jp/

学業成績証明書 310

その他の証明書 310

英 文 の 証 明 書 500（卒業生：515）事務室学生窓口に相談。（申込から発行まで約１週間）

※　在校生が郵送を希望する場合は別途送料が必要です。
※　各種証明書の申込書は事務室学生窓口にあります。　

事務室学生窓口受付時間　平日（月～金曜日）8：45～17：00　（祝日および休校日を除く）

２．学生旅客運賃割引（ＪＲ）
学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証）は、鉄道片道100㎞をこえる区間の割引普通乗車券を購入する

場合に限って使用できます。なお、私事旅行の場合は、学割証の発行ができないので注意してください。
事務室学生窓口に備え付けの申込書に所定の事項を記入して、学生窓口に申し込んでください。翌日午

後発行します。証明書の有効期間は、発行の日から３ヵ月間です。学割運賃で交通機関を利用する場合は、
必ず学生証を携帯してください。学割証の不正使用に対しては、使用停止などの処置がとられることがあ
りますので、特に注意してください。

３．通学定期券の申込み
通学に、通学定期券を利用する学生は、事務室学生窓口に申し出て、定期券購入申込書を受けとってく

ださい。申込みには学生証が必要です。なおＪＲ、PASPY定期券を利用する学生は、専用用紙に記入し
てください。上記以外の交通機関（船舶等）は、各自で該当交通機関から購入申込書をもらって事務室学
生窓口で証明を受けて下さい。
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課　外　活　動

クラブ・同好会活動

　本校では、専門知識を身につけるだけでなく、課外においても、心身ともに豊かな人間の育成を目指してい
ます。クラブ・同好会活動は学生の自主的な活動が中心になっています。

１．軟式野球部
　 　本校の野球部は「広島県専門学校野球連盟」に加盟し、春・夏・
秋の公式大会に参加しています。中学、高校時代に野球経験の
ある人、無い人、関係なく入部できます。２年間の活動の中で、
公式大会での優勝、全国大会出場を目指し、和気あいあいと活
動しています。

 　　　部活を通して他学科の学生や先輩達と交流を深めることが出
来るのもこのクラブの特徴です。

２．マイコン同好会
　 　パソコンについていろいろ勉強したい、プログラミングコンテストに挑戦したいなど、コンピュータに
ついて自由にテーマを決め活動をしています。ＰＣ自作やAI について研究、イラストの勉強、Web サイ
ト構築など多彩です。やってみたい、挑戦してみたい事がありましたら、扉を叩いて下さい。

３．バスケットボール同好会
　　　“バスケット好き！”が集まって、近郊の体育館を自分たちで
借りて練習しています。春と秋の交流試合や、中国地区大会（年
末）の個人選抜を予定しています。

　　　経験の有る方・無い方にかかわらず、自分から行動できる方
を募集しています。
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学　校　行　事

　毎日の勉学の中に、さまざまな行事を取り入れて、豊かな人間性を
養うとともに、潤いのある楽しい学校生活を送ることができるように
しています。

１．オリエンテーションセミナー（通称・オリゼミ）（４月）
　入学して間もない新入生は、何かと不安なものです。本校では新し
い環境に早く慣れるよう２日のオリゼミを開催します。
　オリゼミでは入学目標を明確にすることはもちろん、学校生活全般
にわたる案内、進路指導等を行います。また、スポーツや乗馬等のレ
クリエーションを通じて、クラスの仲間や教職員とコミュニケーショ
ンを深め、楽しい学校生活の足がかりとします。

２．体育祭（６月）
　協調性や団結力を身につけるとともに、体力の向上やクラスの仲間
や教職員との親睦を目的に、体育祭を行います。爽快な汗を流すこと
によって、心身をリフレッシュし、明日からの活力とします。

３．学習成果プレゼン大会（２月）
　日頃の学習成果を、全校生や学外の方々の前で発表します。発表は
学科毎に行われ、優れたプレゼンテーションには、最優秀賞、優秀賞、
審査員特別賞などが与えられます。

４．学友会行事
　本校には、全ての学生で組織される学友会があり、学生が主体となっ
た独自の活動を行っています。
　学友会の行事を通して、クラスメートだけでなく、他学科の学生や
教職員ともコミュニケーションをとり、楽しく活気ある学生生活を目
指します。
　―主な行事―
　マナー向上週間・グリーンパートナー・七夕・クリーン太田川・国
際交流・クリスマスディスプレイ・餅つき大会・駅伝前ボランティア
清掃

─ボランティア清掃──クリスマス─ ─学習成果プレゼン大会─

─グリーンパートナー─

─体育祭─

─七夕─

─オリゼミ─
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海外研修制度

　経済や社会がグローバルな規模で大きく変化している中において、ビジネスで海外へ行く機会や、海外の方
との交流が盛んに行われるようになっています。特に、アジアの国々の経済発展は目覚ましく、日本との関係
性が重要視されています。
　この海外研修旅行に参加した学生の多くは「発展している国のエネルギーやグローバル化の進展を肌で感じ
ることができた」ことや、また連携校の学生との交流を通して「自分自身を振り返り、これからの生き方を見
つめ直すことに繋がった」と参加して大変良かったという感想を述べています。英語力はなくても大丈夫です。
研修旅行に少しでも興味がある学生は国際交流センターまで気軽に問い合わせてください。
　なお、帰国後のレポート提出等により「海外研修」（２単位）が認定されます。

１．シンガポール・ポリテクニック（SP）校との交流プログラム
　SP校とは、平成５年に交流に関する覚書に調印して現在に至るまで、学生相互の交流が活発に行われて
います。これまでに本校からは、研修旅行・海外インターンシップ・短期留学を含め255名がシンガポールへ、
SP校からは、研修旅行・海外インターンシップを含め384名の学生が広島を訪れ、双方を合わせたプログラ
ム参加者総数は639名となっています。
（1）シンガポール研修旅行（時期：9月中旬　期間：2週間程度）

　　　 ① 目的　SP生との交流を通してシンガポールの歴史や文化・習慣に触れ、互いに尊重して学び合うこ
とにより視野を広げ、柔軟な思考力と国際理解力を養います。

　　　 ②対象学生　全学生対象ですが、チューターの推薦が必要です。
　　　 ③ 事前学習　シンガポールの歴史・文化など基礎的な知識を習得し、また、英語での自己紹介や挨拶

など、日常会話の学習も行います。
　　　 ④宿泊場所　SP校のスタッフアパートが無償で提供されます。また、ホームステイもあります。
（2）「海外インターンシップ」「短期留学」については、語学力や専門性等の要件が課せられます。別途お

問い合わせください。
（3）SP校交流サポート（時期：9月下旬から10月初旬）

　　　SP生が広島を訪問してきた際、滞在期間中の夕食や買い物の手助けをするサポート学生を募集します。

２．その他の海外連携校
　　次の大学と交流に関する覚書を締結しています。
　　　タイ王国　国立カセサート大学
　　※ 令和２年度と令和３年度は新型コロナウイルスの関係でSP校とは

オンラインによる文化交流を行いました。

シンガポールでの企業見学の様子

SP生の宮島見学の様子 SP生と本校学生の交流の様子（本校ロビーにて）
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３．海外支援制度について
上記のプログラムは、「同窓会グローバル人材育成支援金制度」の対象です。参加者のうち、学校長が

推薦した学生には、次のとおり支援金が渡航前に支給されます。

同窓会グローバル人材育成支援金制度

プログラム 期間 最大支援額
（１人あたり）

海外研修旅行 １～２週間 20,000円

海外インターンシップ １～３ヶ月 30,000円

短期留学 ６ヶ月 50,000円

　　　　　　　　　　※支援額は、推薦人数と期間により変動します。
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学則・諸規則

学則（抜粋）

　　　　　　第１章　　総　　　則
（目　　的）
第１条 　本校は、教育基本法及び学校教育法の本旨に則り、鶴学園の建学の精神「教育は愛なり」と教育方針

「常に神と共に歩み社会に奉仕する」に基づいて、情報処理及び電子関連の技術分野、機械・建築・測量・
土木関連分野、ビジネス分野、音響、映像の芸術的分野に関する職業に必要な能力を養うための専門的
教育を行うことを目的とする。

（名　　称）
第２条　本校は、広島工業大学専門学校という。
（位　　置）
第３条　本校は、広島市西区福島町二丁目１番１号に置く。

　　　　　　第２章　　課程、学科及び入学定員等
（課 程 等）
第４条　本校に、工業専門課程、商業実務専門課程及び文化・教養専門課程を置く。
　２　前項の各課程に次の学科を置き、その入学定員、総定員及び修業年限は、次のとおりとする。
　　　工業専門課程（昼間部）
　　　　ＩＴスペシャリスト学科 入学定員 15名、 総定員 45名、 修業年限 ３年
　　　　情報学科 入学定員 25名、 総定員 50名、 修業年限 ２年
　　　　電気工学科 入学定員 40名、 総定員 80名、 修業年限 ２年
　　　　機械工学科 入学定員 40名、 総定員 80名、 修業年限 ２年
　　　　建築学科 入学定員 80名、 総定員 160名、 修業年限 ２年
　　　　土木工学科 入学定員 40名、 総定員 80名、 修業年限 ２年
　　　　建築士専攻科 入学定員 40名、 総定員 40名、 修業年限 １年
　　　商業実務専門課程（昼間部）
　　　　ベンチャービジネス研究科 入学定員 40名、 総定員 40名、 修業年限 １年
　　　文化・教養専門課程（昼間部）
　　　　音響・映像メディア学科 入学定員 40名、 総定員 80名、 修業年限 ２年
　３ 　ＩＴスペシャリスト学科、情報学科、建築学科、音響・映像メディア学科の入学定員及び総定員には、
後期入学者を含むものとする。

第５条　削　除
（在学年限）
第６条 　生徒は、修業年限の２倍を超えて在学することができない。ただし、第15条第１項の規定により入学

した生徒は、同条第２項により定められた在学すべき年数の２倍に相当する年数を超えて在学すること
ができない。
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　　　　　　第３章　　学年、学期及び休業日
（学　　年）
第７条　学年は、次のとおりとする。
　　　　　前期入学については、４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。
　　　　　後期入学については、10月１日に始まり、翌年９月30日に終わる。
（学　　期）
第８条　学期を次の２期に分ける。
　　　　　前期　４月１日から９月30日まで
　　　　　後期　10月１日から翌年３月31日まで
（休 業 日）
第９条　本校の休業日は、次のとおりとする。
（1）日曜日
（2）国民の祝日に関する法律に規定する休日
（3）夏季休業日　　　　　　７月23日から８月31日まで
（4）冬季休業日　　　　　　12月23日から翌年１月７日まで
（5）鶴学園創立記念日　　　２月23日
（6）春季休業日　　　　　　３月18日から４月３日まで

　２　必要がある場合は、校長は、前項の休業日を臨時に変更することができる。
　３　第１項に定めるもののほか、校長は、臨時の休業日を定めることができる。

　　　　　　第４章　　入学、休学、転科、転学、留学及び退学等
（入学の時期）
第10条 　入学の時期は、学年の始めとする。ただし、再入学及び転入学については、学期の始めとすることが

できる。
（入学資格）
第11条　専攻科を除く、本校各学科への入学を志願できる者は、次の各号の一に該当する者とする。
（1）高等学校若しくはこれに準ずる学校を卒業した者又は文部科学大臣の定めるところによりこれに準ず

る学力があると認められた者
（2）外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定

した者
（3）文部科学大臣の指定した者
（4）文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合格した者
（5）修業年限が３年の専修学校の高等課程を修了した者
（6）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして指定した在外教育施設の当該課程を

修了した者
（7）その他専修学校において、高等学校を卒業した者に準ずる学力があると認めた者

　２　専攻科に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。
（1）当該学科の本校卒業生及び卒業予定者
（2）当該学科に関わる２年以上の専門課程を修了した者
（3）前２号と同等以上の学力があると認められる者

（入学の出願）
第12条 　本校への入学を志願する者は、入学願書に所定の検定料及び別に定める書類を添えて願い出なければ

ならない。
（入学者の選考）
第13条　前条の入学志願者については、別に定めるところにより、選考を行う。
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（入学手続き及び入学許可）
第14条 　前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、入学申込書、誓約書及びそ

の他の書類を提出するとともに、所定の納入金を納入しなければならない。
　２　校長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。
（編入学、再入学）
第15条 　次の各号に該当する者で、本校への入学を志願する者があるときは、欠員のある場合に限り、選考の

うえ相当年次に入学を許可することがある。
（1）大学、短期大学、高等専門学校を卒業した者又は退学した者
（2）専修学校を卒業した者又は在学中の者で、相当な学力があると認めた者

　２ 　前項の規定により入学を許可された者の既に修得した授業科目及び単位数の取扱い並びに在学すべき年
数については、校長が定める。

　３　編入学及び再入学については、前各号に定めるもののほか、別に定める。
（休　　学）
第16条 　疾病及びその他特別の理由（第20条の２の規定による留学を除く）により２か月以上修学することが

できない者は、休学願の提出により校長の許可を得て休学することができる。
　２　疾病のため修学することが適当でないと認められる者については、校長は休学を命ずることができる。
（休学期間）
第17条 　休学期間は、１年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、１年を限度として休学期間の延長

を認めることができる。
　２　休学期間は、通算して２年を超えることができない。
　３　休学期間は、第６条の在学期間には算入しない。
（復　　学）
第18条　休学期間中にその理由が消滅した場合は、校長の許可を得て復学することができる。
（転　　科）
第19条 　本校の生徒で所属学科から他の学科に転科を志願する者がある時は、相当年次に校長が転科を許可す

ることができる。
　２ 　前項により転科を許可された者の既に修得した授業科目及び単位数の取扱い並びに在学できる年数につ
いては、校長が決定する。

　３　転科については、前各号に定めるもののほか、別に定める。
（転　　学）
第20条　他の学校へ入学又は転入学を志願しようとする者は、校長へ届け出なければならない。
（留　　学）
第20条 の２　校長は、教育上有益と認めるときは、外国の大学、短期大学、高等専門学校又は専門学校との協

議に基づき、生徒が当該大学、短期大学、高等専門学校又は専門学校に留学することを認めることがで
きる。

　２　留学に関して必要な事項は、別に定める。
（退　　学）
第21条　退学しようとする者は、その事由を明らかにして校長の承認を得なければならない。
（登校停止）
第22条 　授業料等納入の督促に応じない者は、広島工業大学専門学校授業料等納入規則（以下「納入規則」と

いう。）の定めるところにより、登校停止とする。
（除　　籍）
第23条　次の一に該当する者は、校長が除籍する。
（1）納入規則の定めるところにより、授業料等の納入を督促してもなお納入しない者
（2）第６条に定める在学年限を超えた者
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（3）第17条第２項に定める休学期間を超えてなお修学できない者
（4）長期間にわたり行方不明の者

　　　　　　第５章　　授業科目、授業時数、学習の評価及び卒業等
（授業科目の区分）
第24条　授業科目を分けて、一般教育科目及び専門教育科目とする。
（授業時数と単位計算方法）
第25条　授業科目の単位は、次のとおりとする。
　　　 　１単位の授業科目は、45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、当該授業に

よる教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。
（1）講義及び演習については、15時間から30時間までの範囲で、学校が定める時間の授業をもって１単位

とする。
（2）実験、実習及び実技については、30時間から45時間までの範囲で、学校が定める時間の授業をもって

１単位とする。
（3）講義、実験及び実習からなるものについては、講義と実習等の割合を１対２の割合で案分して単位と

する。
（単位の授与）
第26条　授業科目を所定の時間履修し、その試験に合格した者には、所定の単位を与える。
（他の大学等における授業科目の履修等）
第26条 の２　校長は、教育上有益と認めるときは、生徒が本校に入学する前に、大学、短期大学、高等専門学

校又は専門学校において修得した単位を本校の各課程における選択科目の履修により修得したものとみ
なすことができる。

　２ 　校長は、教育上有益と認めるときは、生徒が在学中に他の大学、短期大学、高等専門学校又は専門学校
において修得した単位を本校の各課程における選択科目の履修により修得したものとみなすことができ
る。

　３ 　前２項により修得したものとみなすことができる授業科目は、本校専門課程の修了に必要な総授業時数
の２分の１を超えないものとする。

（成　　績）
第27条 　授業科目の試験の成績は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５種の評語をもって表し、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃを合格と

する。
（授業科目及び履修）
第28条　授業科目の種類及び授業時数並びに単位数は、別表Ⅰのとおりとする。
　２　履修方法及びその他については、別に定める。
（始業及び終業時刻）
第28条 の２　始業及び終業の時刻は、９時00分から16時30分までとする。ただし、校長が必要と認めた場合は、

変更することができる。
（卒　　業）
第29条 　本校生徒で、所定の修業年限以上在学し、別表Ⅰに定める授業科目を履修のうえ、次の単位を修得し

た者については、校長が卒業を認定する。
（1）修業年限３年の生徒については、合計141単位以上（2,816時間以上）
（2）修業年限２年の生徒については、合計94単位以上（学科により、1,824～2,400時間以上）
（3）修業年限１年の生徒については、合計47単位以上（1,000時間以上）

　　　　ただし、建築士専攻科の生徒については、合計48単位以上（960時間以上）
　２　校長は、卒業を認定した者に対して、卒業証書を授与する。
　３ 　本校設置の課程のうち修業年限が２年以上の学科を修了した者には、その課程の専門士の称号を授与す
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る。
（1）工業専門課程を修了した者には、専門士〔工業専門課程〕
（2）文化・教養専門課程を修了した者には、専門士〔文化・教養専門課程〕

　４　校長は、専攻科を修了した者に対して、修了証書を授与する。

　　　　　　第６章　　教職員組織（省略）

　　　　　　第７章　　会　　議（省略）

　　　　　　第８章　　入学検定料、入学金、授業料及びその他の納入金
（納 入 金）
第33条　修業年限３年の学科の入学検定料、入学金、授業料及びその他の納入金は、次のとおりとする。
（1）入学検定料 15,000円
（2）入学金 100,000円
（3）授業料 年額　600,000円
（4）実験実習料 年額　250,000円
（5）施設設備資金 年額　200,000円

　２　修業年限２年の学科の入学検定料、入学金、授業料及びその他の納入金は、次のとおりとする。
（1）入学検定料 15,000円
（2）入学金 100,000円
（3）授業料 年額　600,000円
（4）実験実習料 年額　250,000円
（5）施設設備資金 年額　200,000円

　３　研究科の入学検定料、入学金、授業料及びその他の納入金は、次のとおりとする。
（1）入学検定料 15,000円
（2）入学金 100,000円
（3）授業料 年額　500,000円
（4）実験実習料 年額　100,000円

　４　専攻科の入学検定料、入学金、授業料及びその他の納入金は、次のとおりとする。
（1）入学検定料 15,000円
（2）入学金 100,000円
（3）授業料 年額　600,000円
（4）実験実習料 年額　250,000円
（5）施設設備資金 年額　200,000円

（授業料等の納入）
第34条 　前条に定める授業料、実験実習料及び施設設備資金（以下「授業料等」という。）は、納入規則の定

めるところにより納入しなければならない。
（復学等の場合の授業料等）
第35条 　学年の中途に復学又は入学した者は、復学又は入学した当該期分の授業料等を、納入規則の定めると

ころにより納入しなければならない。
　２ 　前項の場合において、第37条に規定する授業料等を既に納入した者の納入額は、前項に規定する額から
既納入額を控除した額とする。

（退学の場合の授業料等）
第36条　学年の中途に退学する場合にあっても、当該期分の授業料等は、納入しなければならない。
（休学の場合の授業料等）
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第37条　休学期間中は、授業料等の納入を免除する。
　２　休学する者は、在籍料を納入しなければならない。
　３　前項に関する規則は、別に定める。
（授業料等の納入猶予）
第38条 　経済的理由によって納入が困難又はその他やむを得ない事情があると認められる場合は、授業料等の

納入について猶予を許可することがある。
　２　納入の猶予について必要な事項は、納入規則に定める。
（納入した授業料等）
第39条　既に納入した入学検定料、入学金及び授業料等は、返還しない。

　　　　　　第９章　　賞　　罰
（表　　彰）
第40条　生徒として次の各号の一に該当する行為があった者については、校長が表彰することができる。
（1）学業において特に優れた業績
（2）スポーツ活動において特に優れた業績
（3）音楽、美術等の芸術及びその他の文化活動において特に優れた業績
（4）人命救助及びその他の社会活動における善行
（5）本校の行う授業並びに行事に全出席
（6）その他教育上表彰に値すると認められる業績

（懲　　戒）
第41条 　本校の諸規則に違反し、又は生徒としての本分に反する行為をした者は、校長が懲戒することができ

る。
　２　懲戒の種類は、訓告、停学及び退学とする。
　３　前項の退学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。
（1）性行不良で改善の見込みがないと認められる者
（2）学力劣等で成業の見込みがないと認められる者
（3）正当な理由がなくて出席が常でない者
（4）学校の秩序を乱しその他生徒としての本分に著しく反した者

　　　　　　第10章　　専　攻　科
（専 攻 科）
第42条　本校に、より専門性の高い教育を行うため、専攻科を置く。
　２　専攻科を志願することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。
（1）当該学科の本校卒業生及び卒業予定者
（2）当該学科に関わる２年以上の専門課程を修了した者
（3）前２号と同等以上の学力があると認められる者

　３　志願者には、選考のうえ入学を許可する。
　４　修業年限は、１年とする。
　５　専攻科に関する規則は、別に定める。

　　　　　　第11章　　長期履修生
（長期履修生）
第43条 　第４条第２項に定める学科には、通常の履修が困難である者並びに社会人等働きながら学ぶことを希

望する者等通常の修業年限を超えて履修する者を長期履修生として受け入れることができるものとす
る。ただし、建築士専攻科は除くものとする。
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　２　長期履修生を志願する者は、別に定める書類を添えて願い出なければならない。
　３　本校の生徒は、願い出により校長の許可を得て長期履修生となることができる。
　４　長期履修生の在学年限は、第４条第２項の修業年限の２倍とする。
　５　長期履修生は、各学期において１科目以上を履修しなければならない。
　６　長期履修生に関し必要な事項は、別に定める。
（長期履修生の納入金）
第44条　長期履修生の納入金の額は、次のとおりとする。
（1）入学検定料及び入学金については、第33条に定める額とする。
（2）授業料等については、授業料として各学期ごとに一括納入するものとし、その額は当該学期に履修す

る科目の調整単位数に調整単位単価（18,000円）を乗じて得た額とする。
（3）前号にいう調整単位数とは、講義にあっては当該単位数に１を乗じて得た数とし、実験及び実習にあっ

ては当該単位数に２を乗じて得た数とする。
（4）第37条の規定にかかわらず、長期履修生が休学する場合の授業料等は、第２号に定める調整単位単価

に２を乗じて得た数とする。
　２　長期履修生は、前項第２号により算出した額を納入規則の定めるところにより納入しなければならない。

　　　　　　第12章　　研究生、科目等履修生、留学生及び帰国子女
（研 究 生）
第45条 　本校において、特定の専門事項について研究することを願い出た者には、本校の教育研究に支障のな

い場合に限り、選考のうえ、研究生として入学を許可する。
　２　研究期間は、１年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、その期間を更新することができる。
　３　研究生に関する規則は、別に定める。
（科目等履修生）
第46条 　本校において、特定の授業科目について履修を願い出た者には、本校の教育研究に支障のない場合に

限り、選考のうえ科目等履修生として入学を許可する。
　２　科目等履修生を志願することができる者は、第11条第１項の規定による。
　３　科目等履修生は、各学期ごとに許可する。
　４　科目等履修生に関する規則は、別に定める。
（留 学 生）
第47条 　外国人で留学生として入学を希望する者があるときは、本校の教育研究に支障のない場合に限り、日

本語能力及びその他を審査のうえ、留学生として入学を許可する。
　２　留学生を志願することができる者は、第11条第１項の規定による。
　３　その他入学手続き及び履修等については、すべて本学則の規定を適用する。
（帰国子女）
第48条　帰国子女で入学を希望する者があるときは、日本語能力及びその他を審査のうえ、入学を許可する。
　２　帰国子女で志願することができる者は、第11条第１項の規定による。

　　　　　　第13章　　特　待　生
（特 待 生）
第49条　本校生徒のうち、学業優秀で出席優良な者を特待生とする。
　２　前項に関する規則は、別に定める。

　　　　　　第14章　　産学連携協議会
（産学連携協議会）
第50条　本校に、産学連携協議会を置く。
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　２　前項の産学連携協議会に関する規則は、別に定める。

　　　　　　第15章　　技術支援センター
（技術支援センター）
第51条　本校に、技術支援センター（以下「センター」という。）を置く。
　２　前項のセンターに関する規則は、別に定める。

　　　　　　第16章　　保健及び厚生施設
（保健及び厚生施設）
第52条　本校に、保健並びに厚生に関する諸施設を設ける。
　２　前項の施設に関する規則は、別に定める。
（健康診断）
第53条　健康診断は、毎年１回、別に定めるところにより実施する。

　　　　　　第17章　　雑　　則
（施行細則）
第54条　この学則の施行に関し必要な事項は、校長が別に定める。

附　　　　則
　　　この学則は、令和４年４月１日から施行し、令和４年度入学生から適用する。
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授業料等納入規則

（趣　　旨）
第１条　この規則は、広島工業大学専門学校学則第34条に定める授業料等の納入に関して必要な事項を定める。
（定　　義）
第２条　この規則において、授業料等とは、授業料、実験実習料及び施設設備資金をいう。
　２　この規則において、諸納入金とは、科目等履修生の履修料及び研究生の研究料をいう。
（授業料区分）
第３条　授業料等は、前期及び後期の２期に区分し、その金額は、それぞれ年額の２分の１額とする。
（納入告知）
第４条　授業料等の納入告知は、納付書を本人へ郵送する。
（納入期限）
第５条 　授業料等の納入期限は、次のとおりとする。ただし、納入期限が金融機関の窓口休業日にあたる場合

は、その直前の営業日とする。
（1）　前期納入期限は４月末日、後期納入期限は９月末日（専攻科については７月末日）
（2）　納入猶予を許可された者は、猶予期限満了の日
（3）　納入猶予の許可を取り消された者は、当該許可を取り消された月の末日
（4）　期の中途で復学する休学者は、復学した月の末日
（5）　新たに入学を許可された者は、別に定める期日
（6）　大学等における修学の支援に関する法律に基づく授業料等の減免を受けている者は、別に定める期日

　２ 　諸納入金の納入期限は、次のとおりとする。ただし、納入期限が金融機関の窓口休業日にあたる場合は、
その直前の営業日とする。
（1）　科目等履修生の履修料は、入学許可日から起算して10日経過した日
（2）　研究生の研究料は、別に定める期日

（督　　促）
第６条　授業料等及び諸納入金の滞納に対する督促は、次のとおり行う。
（1）　 前条に定める納入期限までに授業料等又は諸納入金を完納していない者に対しては、別表第１（1）に

定めるとおり督促を行う。
（2）　 前号に定める督促にもかかわらず、当該納入期限までに授業料等又は諸納入金を完納していない者

に対しては、再度、別表第１（2）に定めるとおり督促を行う。
（3）　 前号に定める督促にもかかわらず、当該納入期限までに授業料等又は諸納入金を完納していない者

に対しては、再度、別表第１（3）に定めるとおり督促を行う。
（4）　 前条第１項第２号に定める納入期限までに授業料等又は諸納入金を完納していない者に対する督促

は、校長が別に定める。
　２ 　前項に定める督促は、本人及び保証人に対し文書の送付をもって行う。なお、前項第３号においては、
内容証明文書の送付をもって行う。

（納入猶予）
第７条 　経済的事由又は災害の発生などやむを得ない事情があると認められる場合は、授業料等の納入猶予を

許可することがある。
　２　納入猶予は、延納、分納及び特別分納の３種類とする。
　３ 　納入猶予を希望する者は、納入期限の20日前までにその事由と延納、分納又は特別分納の種類を記載し、
保証人連署の上、納入猶予許可願を校長に提出し、許可を受けなければならない。

　４ 　納入猶予を許可された者で、当該期間の中途においてその事由が消滅したときは、ただちにその旨を校
長に届出なければならない。この場合、届出の日から許可の効力を失う。

　５　許可された事項について虚偽の事実が判明したときは、その許可を取り消す。
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　６　前各項に定めるもののほか、授業料等の納入猶予に関して必要な事項は、校長が別に定める。
（授業料等の返還）
第８条 　入学を許可された者のうち入学を辞退する者が、別に定める期日までに授業料等の返還を求めた場合、

返還することができる。
　２ 　休学期間中の授業料等が既に納入されている場合は、休学期間相当額を返還する。この場合において、
休学開始日が月の中途である時は休学開始日の翌月を起算月とする。

（未納者の取扱い）
第９条 　第６条第１項第２号の督促にもかかわらず、授業料等又は諸納入金を納入しない者は、広島工業大学

専門学校学則（以下「学則」という。）第22条の定めにより本人を登校停止とする。
　２ 　第６条第１項第３号の督促にもかかわらず、授業料等又は諸納入金を納入しない者は、学則第23条第１
号の定めにより除籍する。

　３ 　前項に定める除籍日は、授業料等又は諸納入金が納入された期の末日とする。ただし、授業料等又は諸
納入金の一部が納入されている場合は、納入金額に相当する日とする。

　４　授業料等又は諸納入金未納者から退学願が提出された場合の退学許可日は、前項の取扱いを準用する。

別表第１（督促について）
区　　　分

・第５条第１項第１号対象者
・第５条第１項第３号及び第４号対象者
・第５条第２項第１号及び第２号対象者

納入期限
前期 後期 後期（専攻科）

（1） ５月31日 10月31日 ８月31日 納入期限から29日経過後の日
（2） ６月30日 11月30日 ９月30日 納入期限から59日経過後の日
（3） ７月31日 12月31日 10月31日 納入期限から89日経過後の日

※当該期日が金融機関の窓口休業日にあたる場合は、その直前の営業日とする。 
※当初の納入期限から起算し、納入期限を定めるものはいずれも３月末日を超えることはできない。
　また、対象者が卒業及び終了年次にあっては、その納入期限はいずれも２月末日を超えることはできない。

附　　　　　　則
　　この規則は、令和２年４月１日から施行する。
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授業料等の納入猶予に関する取扱い

（趣　　旨）
第１条　この取扱いは、広島工業大学専門学校授業料等納入規則第７条第６項に基づき、授業料等の納入猶予

に関する取扱いについて、必要な事項を定める。
（対　　象）
第２条　納入猶予の対象は、次の各号に該当する者とする。
（1）入学前１年以内において、入学を認められた者の学費を主として負担する者が死亡又はその他の理由

により、授業料等の納入が困難であると認められる者
（2）入学後において、家計の状況の悪化及びその他の経済的事情により授業料等の納入が困難であると認

められる者
（納入猶予の種類）
第３条　納入猶予の種類は、次の各号のとおりとする。
（1）延納
　　授業料等の徴収を猶予し、新たに期日を設けて納入することをいう。
（2）分納
　　前期分・後期分の授業料等を、それぞれの期において、２回に分割して納入することをいう。
（3）特別分納
　　特別な理由により、前号に定める分納では納入が困難な者に対しては、前期分・後期分の授業料等を、
それぞれの期において、３回以上に分割して納入することをいう。ただし、分割回数はそれぞれの期
において最大６回までとする。

　２ 　前項の特別分納の回数を超えて分納を希望する者については、事前に校長の許可を得なければならない
ものとする。

（申　　請）
第４条　納入猶予を希望する者は、次のいずれかの書類をチューター及び学科長を通じて校長に提出しなけれ

ばならない。
（1）延納願（第１号様式）
（2）分納願（第２号様式）
（3）特別分納願（第３号様式）

（期　　限）
第５条　納入猶予の期限は、前期は９月末日（新入生については入学式当日）まで、後期は12月末日まで指定

することができる。ただし、校長がやむを得ないと判断した場合については、年度末を限度として指定
することができる。

（納入方法）
第６条　納入猶予が許可された場合の納入方法は、次に掲げるとおりとする。
（1）延納：納付書による銀行振込又は窓口での現金払い
（2）分納：納付書による銀行振込又は窓口での現金払い
（3）特別分納：窓口での現金払い

（督　　促）
第７条　納入猶予の許可を受けた者の授業料等の滞納に対する督促は、次のとおり行う。
（1）納入猶予の許可を受けた納入期限までに授業料等を完納していない者に対しては、別表第１（1）に定

めるとおり督促を行う。
（2）前号に定める督促にもかかわらず、当該納入期限までに授業料等を完納していない者に対しては、再

度、別表第１（2）に定めるとおり督促を行う。
（3）前号に定める督促にもかかわらず、当該納入期限までに授業料等を完納していない者に対しては、再
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度、別表１（3）に定めるとおり督促行う。
　２ 　前項に定める督促は、本人及び保証人に対し文書の送付をもって行う。なお、前項第３号においては、
内容証明文書の送付をもって行う。

　３ 　本人及び保証人の居所が不明等の事由により連絡が取れない、もしくは督促状が返送された場合は、第
１項に定める督促を省略できるものとする。

（未納者の取扱い）
第８条　前条第１項第２号の督促にもかかわらず、授業料等を納入しない者は、広島工業大学専門学校学則（以

下「学則」という。）第22条の定めにより本人を登校停止とする。
　２ 　前条第１項第３号の督促にもかかわらず、授業料等を納入しない者は、学則第23条第１号の定めにより
除籍とする。

　３ 　前項に定める除籍日は、授業料等納入済の期の末日とする。ただし、分納又は特別分納の許可を受け授
業料等の一部を納入している者にあっては、除籍日は、当該一部の授業料等が納入された日とする。

　４ 　授業料等未納者から退学願が提出された場合の退学許可日は、前項の取扱いを準用する。

別表第１（督促について）
納入期限

（1） 納入猶予の許可を得た納入期限から15日経過した日
（2） 納入猶予の許可を得た納入期限から30日経過した日
（3） 納入猶予の許可を得た納入期限から45日経過した日

※ 当該期日が金融機関の窓口休業日にあたる場合は、その直前の営業日とする。
※ 納入猶予の許可を得た納入期限から起算し、納入期限を定めるものはいずれも３月末日を超えることはでき
ない。
　また、対象者が卒業及び修了年次にあっては、その納入期限はいずれも２月末日を超えることはできない。

附　　　　　　則
　　　この取扱いは、平成30年４月１日から施行する。
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休学に係る在籍料の取扱い規則

（趣　　旨）
第１条　この規則は、広島工業大学専門学校学則第37条第３項の規定に基づき、休学に係る在籍料の取扱いに

関して、必要な事項を定める。
（在 籍 料）
第２条　在籍料は、当該月の休学日数にかかわらず、各月10,000円とする。
　２ 　休学する者は、休学期間分の在籍料を休学申請時に納入しなければならない。
（在籍料の返還）
第３条　休学が許可されなかった場合は、既に納入された在籍料を返還する。
　２ 　休学終了日前に復学する場合は、復学日の翌月から許可された休学終了月までの在籍料を返還する。
　３ 　休学終了日前に退学する場合は、退学日の翌月から許可された休学終了月までの在籍料を返還する。

附　　　　　　則
　　　１　この規則は、平成30年４月１日から施行する。
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高等教育修学支援制度に係る授業料等減免に関する規程（広島工業大学専門学校）

（趣　　旨）
第１条　この規程は、「大学等における修学の支援に関する法律」（以下「法律」という。）に基づき、広島工

業大学専門学校（以下「本校」という。）の入学金及び授業料（以下「授業料等」という。）を減免する
場合の取扱いについて、必要な事項を定める。

（適用対象者）
第２条　授業料等減免の適用対象者は、次のいずれかに該当する本校生徒とする。
（1）独立行政法人日本学生支援機構（以下「機構」という。）が給付する奨学金（以下「給付型奨学金」

という。）を受給している者
（2）給付型奨学金との併給を制限しているその他の支援制度を利用している者のうち、給付型奨学金の認

定条件（家計及び成績等）を満たす者
　２　授業料等のうち入学金の減免適用対象者は、入学年度の４月に前項各号のいずれかに該当する者とする。
（減 免 額）
第３条　授業料等の減免額は、機構が定める家計基準の区分（以下「認定区分」という。）に基づき、別表第

１に定める額とする。
（減免の回数）
第４条　入学金の減免は、本校入学時の１回限りとする。ただし、家計急変等の場合は、この限りではない。
　２　授業料の減免は、各年次・各学期に１回限りとし、継続して申請することができるものとする。
　３ 　前２項にかかわらず、本校入学以前に在籍した高等教育機関において、法律に基づく授業料等の減免を
適用された者の取扱いは、法律の定めるところによる。

（減免申請）
第５条　授業料等の減免を新規又は継続して希望する者は、それぞれ所定の様式により別に定める期日までに

校長へ申請するものとする。
　２　減免申請は、前項に定める申請締切日を越えて受付けないものとする。
（減免者の決定等）
第６条　減免者及び認定区分は、提出書類をもとに審査を行い、校長が決定する。
　２　校長は、前項に定める審査結果を本人及び保証人に文書で通知する。
（減免方法）
第７条　減免者に対する減免は、次のとおり行う。
（1）入学金は、既納された入学金から別表第１に定める減免額を返還する。
（2）授業料は、次のとおりとする。

　　　① 　１年次前期分は、既納された前期分授業料から別表第１に定める減免額を返還する。ただし、授業
料等の納入猶予を願い出ている場合、前期分授業料から別表第１に定める減免額を控除した額を徴収
する。

　　　②　１年次後期分以降は、各学期に別表第１に定める減免額を控除した額を徴収する。
　２ 　前項の定めにかかわらず、家計急変等の場合は、高等教育の修学支援新制度授業料等減免事務処理要領
に基づき減免処理を行う。

（資格変更）
第８条　第２条第１項第１号に定める者において、給付型奨学金の受給資格に異動が生じた場合は、次のとお

り取扱うものとする。
（1）廃止の場合は、減免者としての資格を取消す。
（2）休止及び停止の場合は、減免者としての資格を停止する。
（3）休止又は停止の事由が解消し、受給資格が復活した場合は、減免者としての資格を復活させ、以後の

授業料の減免を行う。
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（4）認定区分に変更が生じた場合は、別表第１に定める同区分の減免額に変更する。
　２ 　第２条第１項第２号に定める者において、その成績等が前項各号と同等であった場合は、減免者として
の取扱いも当該各号と同様とする。

　３　校長は、前２項に定める減免決定の変更が生じた場合、本人及び保証人にその旨文書で通知する。
（その他の変更）
第９条　減免者は、申請内容に変更が生じる場合、変更に係る必要書類を添えて速やかに校長に届け出るもの

とする。
（減免額の納入）
第10条　減免者が、第８条第１項（第３号を除く）若しくは第２項の定めに該当した場合は、減免された授業

料を速やかに納入しなければならない。
（他の制度との併用）
第11条　本校のその他の減免制度との併用に係る取扱いは、別に定める。
（規程の改廃）
第12条　この規程の改廃は、理事会において決定する。
（雑　　則）
第13条　この規程の実施に関して必要な事項は、校長が別に定める。

附　　　　　　則
　　　この規程は、令和２年４月１日から施行する。

附　　　　　　則
　　　この規程は、令和３年９月27日から施行し、令和３年４月１日から適用する。

別表第１
認定区分

（減免割合）

入学金・授業料の別

減　免　額

第Ⅰ区分
（満額）

第Ⅱ区分
（満額の2/3）

第Ⅲ区分
（満額の1/3）

入学金 100,000 円 66,700 円 33,400 円

授業料

【減免額の計算式】
　 （A）/12か月×3/3×第Ⅰ区分の適用月数＋（A）/12か月×2/3×第Ⅱ区分の
適用月数＋（A）/12か月×1/3×第Ⅲ区分の適用月数

　※ 上記計算式における（A）は、適用対象者の４月１日時点の年間授業
料又は 590,000 円のどちらか少ない額とする。

（1） 前期授業料に係る減免額は、４月から９月までの認定区分及び適用月
数を基に、上記計算式を用いて算出した額（100円未満切上げ）とする。

（2） 後期授業料に係る減免額は、４月から翌年３月までの認定区分及び適
用月数を基に、上記算式を用いて算出した年間総減免額（100円未満切
上げ）から、前期授業料に適用した減免額を減じた額とする。
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専攻科生取扱規則

（目　　的）
第１条　この規則は、本校学則第42条に基づく専攻科生の取扱いに関し必要な事項を定める。
（専攻科を置く学科）
第２条　専攻科を置く学科は、建築学科とする。
（願 い 出）
第３条 　専攻科生として本校に入学することを希望する者は、所定の願書に履歴書、健康診断書及び入学検定

料を添え、指定の期日までに願い出なければならない。
（入学手続）
第４条 　専攻科生として入学を許可された者は、指定の期日までに入学金及び授業料等を納入しなければなら

ない。
（入学時期）
第５条 　専攻科生の入学時期は、学年の始めとする。ただし、特別の事情があるときはこの限りでない。
（修業年限）
第６条 　専攻科生の修業年限は、１年とする。ただし、引き続き在学を願い出たときは、修業年限をさらに１

年延長することがある。この場合においては、入学金は免除する。
（諸納付金）
第７条　専攻科生の入学検定料、入学金、授業料その他の納付金は、次のとおりとする。
　　（1）入学検定料　　　　　　　　　　　15,000円
　　（2）入学金　　　　　　　　　　　 　100,000円
　　（3）授業料　　　　　　　　　　　　当該学科と同額
　　（4）実験実習料　　　　　　　　　　当該学科と同額
　　（5）施設設備資金　　　　　　　　　当該学科と同額
（諸納付金の免除）
第８条 　校長が特別の事情があると認めたときは、諸納付金の一部又は全部を免除することができる。
　２．本校を卒業し、引き続き専攻科生として入学する場合、入学金を免除する。
（諸納付金の不還付）
第９条　すでに納付した入学検定料、入学金及び授業料等は、還付しない。
（証明書の発行）
第10条　専攻科を修了した者に対しては、修了証書を発行する。
　２．専攻科生に対しては、身分証明書及び通学証明書を発行する。
（学則等の遵守）
第11条 　専攻科生は、この規則に定めるもののほか、本校学則及び諸規則を遵守しなければならない。
（受講の制限）
第12条　専攻科における授業履修資格は、次のとおりとする。
（1）専攻科生
（2）科目等履修生

（そ の 他）
第13条　この規則の実施に関し必要な事項は、校長が別に定める。

附　　　　　　則
　　　この規則は、平成21年４月１日から施行する。
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研究生取扱規則

（目　　的）
第１条　この規則は、本校学則第45条の３に基づく研究生の取扱いに関し、必要な事項を定める。
（願 い 出）
第２条 　研究生として本校に入学することを希望する者は、所定の願書に履歴書及び入学検定料を添え、３月

25日までに願い出なければならない。
（入学手続）
第３条　研究生として入学を許可された者は、指定の期日までに入学金及び研究料を納入しなければならない。
（入学時期）
第４条　研究生の入学時期は、毎学年度の始めとする。ただし、特別の事情があるときはこの限りでない。
（在学期間）
第５条 　研究生の在学期間は１年以内とする。ただし、引き続き在学を願い出たときは、在学期間を延長する

ことがある。
（指導体制）
第６条　研究生には、特定専門事項の研究に関係する教員を指導教員として定め、研究を推進させる。
　２．研究生の所属は、指導教員の属する専門課程とする。
　３ ．指導教員は、研究生の研究上必要があると認めたときは、当該関連のある授業科目の講義又は実習に研
究生を出席させる。

（研究成果報告）
第７条 　在学期間が終了したときは、研究生は、その研究成果報告を専門課程の主任を経て校長に提出しなけ

ればならない。
（諸納付金）
第８条　研究生の検定料、入学金、研究料は、次のとおりとする。
（1）　検定料 15,000円
（2）　入学金 50,000円
（3）　研究料 年額　240,000円

（諸納付金の免除）
第９条　校長が特別の事情があると認めたときは、諸納付金の一部又は全部を免除することができる。
　２ ．本校を卒業し、引き続き研究生として入学する場合及び第５条の在学期間を延長する場合は、入学金を
免除する。

（諸納付金の不還付）
第10条　すでに納付した検定料、入学金、授業料は還付しない。
（証明書の発行）
第11条 　研究期間を終了し、研究成果報告をした者に対しては、本人の請求により研究生として在学したこと

の証明書を発行する。
　２．研究生に対しては、身分証明書および通学証明書を発行する。
（学則等の遵守）
第12条　研究生は、この規則に定めるもののほか、本校学則及び諸規則を遵守しなければならない。
（そ の 他）
第13条　この規則の実施に関し必要な事項は、校長が別に定める。

附　　　　　　則
　　　この規則は、平成13年２月26日から施行し、平成13年度研究生から適用する。
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科目等履修生取扱規則

（目　　的）
第１条　この規則は、本校学則第46条に基づく科目等履修生の取扱いに関し、必要事項を定める。
（願 い 出）
第２条 　科目等履修生として、本校に入学することを希望する者は、所定の願書に履歴書および入学検定料を

添え、各学期開始の前月の末日までに願い出なければならない。
（入学手続）
第３条 　科目等履修生として入学を許可された者は、許可された日から10日以内に入学および履修料を納入し

なければならない。
（入学時期）
第４条 　科目等履修生の入学時期は、毎学期の始めとする。ただし、特別の事情があるときはこの限りではな

い。
（在学期間）
第５条 　科目等履修生の在学期間は、履修科目の履修期間とする。ただし、引続き新たな授業科目の履修を願

い出たときは、在学期間を延長することがある。この場合においては、入学金を免除する。
（諸納付金）
第６条　科目等履修生の検定料、入学金、履修料、その他の納付金は、次のとおりとする。
　　（1）検定料 7,500円
　　（2）入学金 30,000円
　　（3）履修料 １単位　　18,000円
　　　　但し、実験・実習演習科目は １単位　　36,000円
（諸納付金等の免除）
第７条　校長が特別の事情があると認めたときは、諸納付金の一部または全部を免除することができる。
　２．本校を卒業または在学し、引続き科目等履修生として入学する場合は、入学金を免除する。
（諸納付金の不還付）
第８条　すでに納付した検定料、入学金、履修料は還付しない。
（証明書の発行）
第９条 　履修期間を終了し、単位の認定を受けた者に対しては、本人の請求により科目等履修生として修得し

た単位修得証明書を発行する。
　２．科目等履修生に対しては、身分証明書を発行する。
（学則等の遵守）
第10条　科目等履修生は、この規則に定めるもののほか、本校学則および諸規則を遵守しなければならない。
（そ の 他）
第11条　この規則の実施に関し、必要な事項は、校長が別に定める。

附　　　　　　則
この規則は、平成13年２月26日から施行し、平成13年度科目等履修生から適用する。
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特待生規則

（趣　　旨）
第１条 　この規則は、広島工業大学専門学校学則第49条第２項の規定に基づき、広島工業大学専門学校の特待

生の取扱いについて、必要な事項を定めるものとする。
（特待生の種類及び対象）
第２条 　特待生の種類は、次の各号に定めるとおりとし、第１号については新入生を、第２号については２年

生以上の学生を対象とする。
　　（1）　第１種特待生
　　　①　Ａ……年間授業料の全額免除
　　　②　Ｂ……年間授業料の半額免除
　　　③　Ｃ……入学金の全額免除
　　　④　Ｓ……年間授業料のうち、15万円を免除
　　（2）　第２種特待生
　　　①　Ａ……年間授業料の全額免除
　　　②　Ｂ……年間授業料の半額免除
　　　③　Ｃ……年間授業料のうち、10万円を免除
　２　前項第１号④の規定は、学園内高等学校からの進学者に限って適用するものとする。
（特待生の期間）
第３条　特待生の期間は次のとおりとする。
　　（1）　第１種特待生については、入学年度のみとする。
　　（2）　第２種特待生については、１年とする。ただし、引き続き、特待生となることができるものとする。
（選　　考）
第４条　特待生選考に関し必要な事項は、別に定める。
（特待生の決定及び通知）
第５条　特待生は、校長が決定し、その結果を、当該学生及び保護者に文書をもって通知する。
（資格の取消し）
第６条 　特待生が次の各号の一に該当すると認められた場合は、校長は、直ちにその資格を取り消すことがで

きる。
　　（1）　学業成績及び出席状況が低落し、特待生として不適当と認められた場合
　　（2）　学生の本分にもとる行為があった場合
　　（3）　疾病その他の事由により休学した場合
　　（4）　その他特待生として、不適当であると認められた場合
　２　資格を取り消された者は、資格を取り消された期から納付金の全額を納付しなければならない。
（他の制度との併用）
第７条　本校におけるその他の減免制度との併用に係る取扱いは、別に定める。
（雑　　則）
第８条　この規則の実施に関して必要な事項は、校長が別に定める。

附　　　　　　則
　１　この規則は、令和２年度入学生から適用する。
　２　令和元年度以前入学生にかかる取扱いは、なお従前の例による。
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学生弔慰金規程

（目　　的）
第１条　この規程は、広島工業大学専門学校（以下「本校」という。）の学生が傷害を被りまたは疾病を発症し、

死亡した場合に、本校が葬祭補償の給付について、必要な事項を定めることを目的とする。
（適用範囲）
第２条　本規程は本校の名簿に記載された学生（以下「本人」という。）に適用する。
（葬祭補償）
第３条　本校は、本人が死亡（自殺も含む）したときに次の金額を葬祭補償として本人の法定相続人に給付する。
　　　　葬祭補償90万円
（補償を行わない場合）
第４条　本校は、次の各号に該当する事由により本人が死亡した場合には、葬祭補償を行わない。
　　（1）本人の犯罪行為
　　（2）補償金を受け取るべき者またはこれらの者の代理人の故意または重大な過失
　　（3）本人の麻薬、あへん、大麻、覚せい剤またはシンナー等の使用
　　（4） 本人が法令に定められた運転資格を持たないで、または酒に酔って正常な運転ができないおそれがあ

る状態で、自動車または原動機付自転車を運転している間に生じた事故
　　（5） 本規程発効日（本規程の発効日以降に第２条（適用範囲）により新たに対象者となった者については、

対象となった日）の直前12ヶ月以内に医師の治療を受け、または治療のために医師の処方に基づく服
薬をしていた疾病と因果関係のある疾病による身体障害

（請求手続）
第５条　本人の法定相続人が、本規程に基づく補償の給付を請求する場合には、次の各号の書類を事務局に提

出しなければならない。
　　（1）死亡診断書または死体検案書
　　（2）傷害のときは事故状況報告書、疾病のときは罹患状況報告書

附　　　　　　則
この規程は平成20年４月１日から適用する。
平成28年４月１日改正。

保証人弔慰金規程

（目　　的）
第１条　この規程は、広島工業大学専門学校（以下「本校」という。）の保証人弔慰金の支給に関する事項を定める。
（適用範囲）
第２条　本校の学生の入学時において保証人として学校に書面で届け出たもの（以下「保証人」という。）とする。
（弔 慰 金）
第３条　保証人が死亡し、学生より学校に報告された場合に次の金額を弔慰金として支給する。
　　　　弔慰金　50万円
（支払の時期）
第４条　弔慰金は原則として、書面による報告の日から40日以内に支給する。
（受給者の範囲）
第５条　保証人が死亡した場合の弔慰金を受ける者は学生とし、学生が未成年であるときは、その親権者の同

意を得るものとする。
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　　　　ただし、その受給権者の故意により、保証人が死亡した場合は受給権を失うものとする。
（弔慰金の支給制限）
第６条　本校は、保証人が次の事由により死亡した場合には弔慰金を支給しない。
　　（1）保証人の犯罪行為
　　（2）保証人本人の故意または重大な過失、自殺または闘争行為
　　（3） 本規程発効日（本規程の発効日以降に第２条（適用範囲）により新たに対象者となった者については、

対象となった日）の直前12 ヶ月以内に医師の治療を受け、または治療のために医師の処方に基づく
服薬をしていた疾病と因果関係のある疾病による身体障害

（保険約款との関連）
第７条　本規程による弔慰金の金額および支給方法等は引受保険会社との契約の約款に規程された範囲を限度

とする。

附　　　　　　則
この規程は平成20年４月１日から適用する。
平成28年４月１日改正。

学 友 会 会 則

　　第１章　総　　　則

第１条　本会は、広島工業大学専門学校学友会（以下 ｢本会｣ という）と称する｡
第２条　本会は、本部を広島工業大学専門学校内に置く｡
第３条　本会は、広島工業大学専門学校全学生をもって組織する｡
第４条　本会は、会員相互の協力による自主活動によって、よりよき学園生活を形成し、会員の発展と福祉の

増進をはかり、社会に奉仕することのできる人間を形成することを目的とする｡
第５条　本会会員は、目的達成のため次の権利と義務を有する｡
（権 　　利）
（1）本会の各機関の役員を選出し、かつこれに選出されること
（2）本会のあらゆる活動に自由に参加し、かつ意見を述べること

（義 　　務）
（1）会費を定期に納入すること
（2）学友会の決議にしたがうこと
（3）総会に出席すること

　　第２章　機　　　関

第６条　本会は、目的を達成するために下記の機関を設置する｡
（1）総会
（2）執行委員会
（3）会計監査委員会
（4）選挙管理委員会

　　第３章　役　　　員
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第７条　本会は次の役員を置く｡
（1）会　　　長 １名 （2）副　会　長 若干名
（3）会　　　計 １名以上 （4）書　　　記 １名以上
（5）幹　　　事 若干名 （6）クラス委員 各クラス１名以上
（7）会 計 監 査 １名以上 （8）選挙管理委員 各クラス１名以上

第８条　本会の役員は、次の方法で選出する｡
（1）会長 ･副会長 ･書記 ･幹事 ･会計および会計監査は、会員の中より選出する。
（2）クラス委員および選挙管理委員は、各クラスより選出する。

第９条　役員の任務は、次のとおりとする。
会 長　本会を代表し、会務全般を総括する。
副 会 長　会長を助け、会長に支障が出た場合は、その任務を代行する。
書 記　会議の議事を記録する。
幹 事　会務を処理する。
クラス委員　クラスを代表し、会務にあたる。
会 計　会計事務にあたる。
会 計 監 査　会計を監査する。
選挙管理委員　役員選挙を行い、これを管理する。

第10条　役員の任期は、年度単位とする｡ ただし、再任は妨げない｡
　　　 　ただし、役員に欠員が生じたときは執行委員会の議を経て、欠員を補充する｡ これによって就任した

役員の任期は、前任者の残任期間とする｡

第４章　顧　　　問

第11条　本会は若干の顧問を置く｡
（1）顧問は、教職員の中より、執行委員会の議決により会長が委嘱する。
（2）顧問は、学友会の諮問に応じる

第５章　総　　　会

第12条　総会は、本会の最高決議機関であり、本会学生全員をもって構成する｡
（1）臨時総会は、役員会が必要と認めたとき開催する。

第13条　総会は、次の事項を決議する｡
（1）会則および細則の制定ならびに改正に関すること
（2）決算および予算に関すること
（3）役員の改正に関すること
（4）その他重要な事項

第14条 　会議の成立は、構成員の３分の２以上をもって成立し、議決は、出席者の過半数をもって決議し、賛
否同数のときは、議長がこれを決定する｡

第６章　執行委員会

第15条　執行委員会は、会長が必要と認めたとき役員を招集し、次の事項を協議または決議する｡
（1）会に付議する原案
（2）本会の運営に関する諸事項
（3）内規の制定および改正
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（4）その他緊急事項の協議
　２．執行委員会の中に、体育祭実行委員会及び専門祭実行委員会をおく。
（1）体育祭実行委員会及び専門祭実行委員会については、別に定める。

第16条 　会議の成立は、構成員の３分の２以上をもって成立し、議決は、出席者の過半数をもって決議し、賛
否同数のときは、議長がこれを決定する｡

第６章　選　　　挙

第17条　本会の役員選挙は、選挙管理委員会により、２月に行う｡

第７章　会　　　計

第18条　本会の経費は、会費及び寄付金をもって充てる。
　２．会費は年間2,000円とし、前期授業料等徴収時に徴収する。
　３．本会の会計は、会計役員が管理し、総会で承認を得る｡
第19条　本会の会計年度は、４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。
第20条　その他の事項については別に定める会計細則の定めるところによる。

第８章　ク　ラ　ブ

第21条　クラブの発足に関しては次項によって行うものとする。
　２ ．同好会を編成し、ある一定期間を活動し、学友会がその活動内容がクラブとしてふさわしいと認めたと
きクラブとして承認する。

　３．同好会の編成手続きについては別に定める。

付　　　　則
　この会則は、昭和61年４月18日から施行する｡

付　　　　則
　この会則は、平成27年４月１日から施行する｡

同 窓 会 会 則

　　第１章　総　　則

第１条　本会は、広島工業大学専門学校同窓会（以下「本会」という）と称する。
第２条　本会は、本部を広島工業大学専門学校内に置く。ただし、総会で必要と認めた場合に支部を置く事が

できる。
第３条　本会は、会員相互の交誼を深めるとともに、本学園の教育方針を社会に広め、母校の発展に貢献する

ことを目的とする。
第４条　本会は、前条の目的達成のため、次の事業を行う。
（1）総会
（2）会員相互の連絡ならびに共助に関すること
（3）会報の発行に関すること
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（4）会員名簿に関すること
（5）母校に対する精神的・物質的援助
（6）その他本会の目的達成に必要なこと

　　第２章　会　　員

第５条　本会は、次の者をもって組織する。
（1）正 会 員　　広島工業大学専門学校卒業生で、終身会費を納入した者
（2）準 会 員　　広島工業大学専門学校在校生で、入会金を納入した者及び役員会で適当と認められた者
（3）特別会員　　母校教職員および旧教職員

　　第３章　役　　員

第６条　本会は、次の役員を置く。
　　　　名誉会長　　１名　　　　会　　計　　１名
　　　　会　　長　　１名　　　　会計監査　　１名
　　　　副 会 長　若干名　　　　書　　記　　１名
　　　　幹 事 長　　１名　　　　評 議 員　若干名
　　　　幹　　事　若干名
第７条　本会の役員は、次の方法で選任する。
（1）名誉会長は、広島工業大学専門学校校長を推挙する。
（2）会長・副会長・会計・会計監査・幹事・評議員および書記は、総会において正会員の中から選出する。
（3）幹事長は、幹事の中から互選する。

第８条　役員の任務は、次のとおりとする。
　　　　会　　長　　本会を、代表し、会務を統括する。
　　　　副 会 長　　会長を助け会長に支障があるときはその任務を代行する。
　　　　会　　計　　会計事務にあたる。
　　　　会計監査　　会計を監査する。
　　　　幹 事 長　　会務を主嘗する。
　　　　幹　　事　　会務を処理する。
　　　　評 議 員　　会務を評議する。
　　　　書　　記　　会議の議事を記録する。
第９条　役員の任期は１か年とし、再任をさまたげない。ただし、役員に欠員が生じたときは、役員会の議を

経て欠員を補充する。これによって就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。

　　第４章　顧　　問

第10条　本会に若干名の顧問をおくことができる。
（1）顧問は、総会の議決により委嘱する
（2）顧問は、会の諮問に応ずる

　　第５章　会　　議

第11条　会議は、定期総会、臨時総会および役員会とする。
第12条　総会は、本会の最高議決機関とし、会長が召集する。
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（1）定期総会は、隔年一回開催する
（2）臨時総会は、役員会が必要と認めたとき開催する

第13条　総会は、次の事項を決議する。
（1）会則および細則の制定ならびに改正に関すること
（2）決算および予算に関すること
（3）役員の改選に関すること
（4）その他重要な事項

第14条　役員会は、会長が必要と認めたとき召集し、次の事項を協議又は決議する。
（1）総会に付議する原案
（2）本会の運営に関する諸事項
（3）内規の制定および改正
（4）その他緊急事項の協議

第15条　会議の議決は、正会員の出席者の過半数をもって決定し、賛否同数の時は、議長がこれを決定する。

　　第６章　　会　　計

第16条　本会の経費は、入会金、終身会費及び寄付金をもって充てる。
　２　入会金は5,000円とし、入学時に徴収する。
　３　終身会費は10,000円とし、在学中に徴収する。
　４　終身会員となった者が母校に再度入学した場合は、徴収しない。
　５　入会金及び会費の額は、役員会で定める。
第17条　本会の会計年度は、４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。
第18条　その他の事項については別に定める会計細則の定めるところによる。

附　　　　　　則
　　　この会則は、昭和61年３月20日から施行する。

附　　　　　　則
　　　この会則は、平成１年４月23日から施行する。

附　　　　　　則
　　　この会則は、平成６年11月23日から施行する。

附　　　　　　則
　　　この会則は、平成19年11月３日から施行する。

附　　　　　　則
　　　この会則は、平成25年11月17日から施行する。
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教　育　課　程　表

　教育課程表は、より良い授業を展開していくうえで、一部変更する場合があります。
　学科共通科目には、大学編入学（学園内推薦）に必要な科目も含まれていますが、編入学を希望する学部・
学科によって必要な科目が異なりますので注意してください。
　他学科の教育課程表で開講されている科目を受講することが出来ますが、事前に申請して許可を受ける必要
があります。英語Ⅰについては、ＩＴスペシャリスト学科又は情報学科で受講してください。
　開講科目には、次のような区分が指定されています。
　　●印： 必履修科目です。職業実践専門課程の認定学科が開講する企業連携による授業科目で、企業・団体

等と密接かつ組織的な連携体制を確保して演習・実習等を行います。卒業・修了のために必ず受講
しなければなりません。

　　◎印： 必履修科目です。卒業・修了のために必ず受講しなければなりません。
　　○印： 必履修選択科目です。卒業・修了のために必ず受講しなければなりませんが、他の必履修科目と選

択になっています。
　　無印： 選択科目です。卒業・修了には必ずしも必要ではありませんが、学科からの指示で受講してくださ

い。
　　△印： 特別開講科目です。必要に応じて開講されます。開講時期が変更されることがありますので時間割

等で確認して受講してください。

学科共通科目

科
　
目

授　業　科　目
開
講
区
分

単
位
数

１年次 ２年次

前期 後期 前期 後期

講
義

実
習

単
位

講
義

実
習

単
位

講
義

実
習

単
位

講
義

実
習

単
位

一
般
科
目

数学Ⅰ・Ⅱ △ 4 32 2 32 2
英語Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ △ 6 32 2 32 2 32 2
物理Ⅰ・Ⅱ △ 4 32 2 32 2
プレゼンテーションＡ △ 2 32 2
コミュニケーションＡ △ 2 32 2

海外研修 △ 2 32 2

海外企業実習 ○ 26 416 26

計 46
96 0

6
96 0

6
64 0

4
480 0

30
96 96 64 480

　　●印：必履修科目（職業実践専門課程　企業連携授業科目）
　　◎印：必履修科目
　　○印：必履修選択科目
　　無印：選択科目
　　△印：特別開講科目

別表Ⅰ



講義 実習 単位 講義 実習 単位 講義 実習 単位 講義 実習 単位 講義 実習 単位 講義 実習 単位

生き方講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ ◎ 6 32 1 32 1 32 1 32 1 32 1 32 1

2232◎術技章文

2232◎Ⅰ語英

コンピュータシステム ◎ 6 96 6

2232◎礎基スーベターデ

2232◎礎基計設ムテスシ

2232◎礎基クーワトッネ

4464◎営経と化報情

323233◎門入グンミラグロプ

323233◎礎基ンイザデｂｅＷ

2462◎礎基算計表

2232◎用応計設ムテスシ

2232◎ィテリュキセ

2232◎用応スーベターデ

2232◎法技トンメュキド

4464◎習演ムズリゴルア

2462◎用応グンミラグロプ

323233◎計設アェウトフソ

2462◎用応ンイザデｂｅＷ

44644644661◎Ⅲ・Ⅳ・Ⅱ・Ⅰ策対験試理処報情

4Ⅴ策対験試理処報情 64 4

64 4

323233◎用応クーワトッネ

2232●グンニンラプスネジビ

32323323236◎Ⅱ・Ⅰ築構トイサｂｅＷ

4464468◎Ⅱ・Ⅰ識知発開アェウトフソ

44623446238◎Ⅱ・Ⅰグンミラグロプトクェジブオ

323233◎築構スーベターデ

323233◎計設向指トクェジブオ

2232◎ｘｕｎｉＬ

2232◎築構ーバーサ

2232●習演ィテリュキセ

323233◎習演計設ムテスシ

クラウドコンピューティング ◎ 2 32 2

Ｒｕｂｙプログラミング ◎ 4 32 64 4

モバイルプログラミングⅠ・Ⅱ ◎ 7 32 64 4 32 32 3

ネットワーク構築Ⅰ・Ⅱ ◎ 6 32 32 3 32 32 3

4◎習演スイバデＴｏＩ 32 64 4

2◎析分ターデスネジビ 32 2

2◎グンミラグロプＩＡ 32 2

プロジェクトマネジメント ◎ 2 32 2

5●践実発開ムテスシ 160 5

352 160 320 192 320 192 320 192 224 256 224 256

2462△プッシンータンイ

特別講義Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ △ 12 32 2 32 2 32 2 32 2 32 2 32 2

●印：必履修科目（職業実践専門課程　企業連携授業科目）

◎印：必履修科目

○印：必履修選択科目

無印：選択科目

△印：特別開講科目

141

22 22
084215

26

特
別

卒業に必要な単位数

480

開
講
区
分

単
位
数

後期 前期 後期

次年２次年１

26 26
512 512

前期

512

ITスペシャリスト学科

計 149 27

一
般
科
目

３年次

前期
科
目

授　業　科　目 後期

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目
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ＩＴスペシャリスト学科



講義実習単位講義実習 単位 講義実習単位講義実習単位

生き方講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ ◎ 4 32 1 32 1 32 1 32 1

文章技術 ◎ 2 32 2

英語Ⅰ ◎ 2 32 2

コンピュータシステム ◎ 6 96 6

データベース基礎 ◎ 2 32 2

システム設計基礎 ◎ 2 32 2

ネットワーク基礎 ◎ 2 32 2

情報化と経営 ◎ 4 64 4

プログラミング入門 ◎ 3 32 32 3

Ｗｅｂデザイン基礎 ◎ 3 32 32 3

表計算基礎 ◎ 2 64 2

システム設計応用 ◎ 2 32 2

セキュリティ ◎ 2 32 2

データベース応用 ◎ 2 32 2

ドキュメント技法 ◎ 2 32 2

アルゴリズム演習 ◎ 4 64 4

プログラミング応用 ◎ 2 64 2

ソフトウェア設計 ◎ 3 32 32 3

Ｗｅｂデザイン応用 ◎ 2 64 2

情報処理試験対策Ⅰ・Ⅱ ◎ 8 64 4 64 4

情報処理試験対策演習 4 64 4

ネットワーク応用 ◎ 3 32 32 3

ビジネスプランニング ● 2 32 2

ビジネス知識 ◎ 2 32 2

Ｏｆｆｉｃｅ活用Ⅰ・Ⅱ ◎ 4 64 2 64 2

WebプログラミングⅠ・Ⅱ ◎ 4 64 2 64 2

コンピュータ会計Ⅰ・Ⅱ ◎ 8 64 4 64 4

リテールマーケティング ◎ 4 64 4

ビジネスマネジメント ◎ 4 64 4

総合実践 ● 4 128 4

352 160 320 192 288 192 192 288

インターンシップ △ 2 64 2

特別講義Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ △ 8 32 2 32 2 32 2 32 2

●印：必履修科目（職業実践専門課程　企業連携授業科目）
◎印：必履修科目
○印：必履修選択科目
無印：選択科目
△印：特別開講科目

94

98 27 26 24 21
512 512 480 480

計

卒業に必要な単位数

特
別

一
般
科
目

専
　
　
　
　
門
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

情報学科

科
目

授　業　科　目

開
講
区
分

単
位
数

１年次 ２年次

前期 後期 前期 後期
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情報学科



講義 実習 単位 講義 実習 単位 講義 実習 単位 講義 実習 単位

生き方講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ ◎ � �� � �� � �� � �� �

文章技術 ◎ � �� �

情報技術Ⅰ・Ⅱ ◎ � �� � �� �

㟁☢ẼᏛⅠ・Ⅱ ◎ � �� � �� �

㟁Ẽᅇ㊰Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ ◎ � �� � �� � �� � �� �

㟁Ẽ計  ◎ � �� �

㟁Ꮚᅇ㊰ ◎ � �� �

発・ኚ㟁ᕤᏛ ◎ � �� �

㏦㓄㟁ᕤᏛ ◎ � �� �

㟁Ẽ法つⅠ・Ⅱ ◎ � �� � �� �

㟁Ẽ᪋設⟶理 ◎ � �� �

㟁Ẽᮦᩱ ◎ � �� �

㟁ẼᶵჾᏛⅠ・Ⅱ・Ⅲ ◎ � �� � �� � �� �

クトロニクス࢚ࣞワーࣃ ◎ � �� �

⮬ືไᚚ ◎ � �� �

㟁Ẽ応用 ◎ � �� �

㟁Ẽ基礎実験 ◎ � �� �

㟁Ẽ応用実験 ◎ � �� �

㟁Ẽᕤ஦実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ ● �� ��� � ��� � ��� � ��� �

㟁Ẽ実習Ⅰ・Ⅱ ◎ � �� � �� �

㟁Ẽ㹁Ａ㹂〇ᅗ ◎ � �� �

㟁Ẽᕤ஦᪋ᕤ法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ ◎ � �� � �� � �� �

㓄㟁・㓄⥺設計 ◎ � �� �

㟁Ẽ〇ᅗⅠ・Ⅱ ◎ � �� � �� �

㟁Ẽ基礎数Ꮫ ◎ � �� �

��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���

㟁験対策講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ △ � �� � �� � �� � �� �

インターンシップ △ � �� �

●印：必履修科目（職業実践専門課程　企業連携授業科目）

◎印：必履修科目

○印：必履修選択科目

無印：選択科目

△印：特別開講科目

特
別
科
目

卒業に必要な単位数 ��

�� �� ��
��� ��� ��� ���

一
般
科
目

専
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

計 �� ��

㟁㟁ẼẼᕤᕤ学学科科

科
目

授　業　科　目

開
講
区
分

単
位
数

１年次 ２年次

前期 後期 前期 後期
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電気工学科



講義 実習 単位 講義 実習 単位 講義 実習 単位 講義 実習 単位

生き方講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ ◎ � �� � �� � �� � �� �

情報処理リテラシーⅠ・Ⅱ ◎ � �� � �� �

文章技術 ◎ � �� �

情報技術基礎Ⅰ・Ⅱ ◎ � �� � �� �

ᴫㄽⅠ・Ⅱࡾࡃࡘࡢࡶ ◎ � �� � �� �

ᶵᲔᮦᩱⅠ・Ⅱ ◎ � �� � �� �

ᮦᩱຊᏛ ◎ � �� �

ᶵᲔຊᏛ ◎ � �� �

ᶵᲔຍᕤᏛⅠ・Ⅱ ◎ � �� � �� �

ᶵᲔ設計Ⅰ・Ⅱ ◎ � �� � �� �

㟁Ẽ・㟁Ꮚᅇ㊰Ⅰ・Ⅱ ◎ � �� � �� �

⇕ຊᏛⅠ ◎ � �� �

⇕ຊᏛⅡ ◎ � �� �

Ᏻ඲⾨生ᕤᏛ ◎ � �� �

ရ㉁⟶理 ◎ � �� �

ᶵᲔಖ඲ ◎ � �� �

生⏘⟶理 ◎ � �� �

ὶయຊᏛ ◎ � �� �

ཎ౯計算 ◎ � �� �

⢭ᐦຍᕤᏛ ◎ � �� �

ロ࣎ットᕤᏛⅠ・Ⅱ ◎ � �� � �� �

ᅗᏛと基礎〇ᅗⅠ・Ⅱ ◎ � �� �� � �� �� �

㹁Ａ㹂基礎Ⅰ・Ⅱ ◎ � �� �� � �� �

㹁Ａ㹂応用Ⅰ・Ⅱ ◎ � �� � �� �

ᶵᲔᕤస実習Ⅰ・Ⅱ ◎ � �� � �� �

基礎実験Ⅰ・Ⅱࡾࡃࡘࡢࡶ ◎ � �� �� � �� �� �

1&�0&実習Ⅰ・Ⅱ ◎ � �� � �� �

୕次ඖ㹁Ａ㹂実習 ◎ � �� �

実践課㢟ࢮミࢼールⅠ・Ⅱ ● � �� � �� �

��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���

特
別

インターンシップ △ � � �� �

●印：必履修科目（職業実践専門課程　企業連携授業科目）

◎印：必履修科目

○印：必履修選択科目

無印：選択科目

△印：特別開講科目

ᶵƫᲔᲔᕤᕤ学学科科

一
般
科
目

専
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

２年次

前期 後期 前期 後期
科
目

授　業　科　目

開
講
区
分

単
位
数

１年次

卒業に必要な単位数 ��

��� ���
計 �� �� �� �� ��

��� ���
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機械工学科



講義 実習 単位 講義 実習 単位 講義 実習 単位 講義 実習 単位

生き方講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ ◎ 4 32 1 32 1 32 1 32 1

コンピュータ実習Ⅰ・Ⅱ ◎ 2 32 1 32 1

文章技術 ◎ 2 32 2

建築史Ⅰ・Ⅱ ◎ 4 32 2 32 2

建築計画Ⅰ・Ⅱ ◎ 4 32 2 32 2

環境工学Ⅰ・Ⅱ ◎ 4 32 2 32 2

建築設備Ⅰ・Ⅱ ◎ 4 32 2 32 2

建築法規Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ ◎ 8 32 2 32 2 32 2 32 2

構造力学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ ◎ 8 32 2 32 2 32 2 32 2

木質構造Ⅰ・Ⅱ ◎ 4 32 2 32 2

鋼構造Ⅰ・Ⅱ ○ 4 32 2 32 2

鉄筋コンクリート構造Ⅰ・Ⅱ ○ 4 32 2 32 2

建築材料Ⅰ・Ⅱ ◎ 4 32 2 32 2

建築施工Ⅰ・Ⅱ ◎ 4 32 2 32 2

建築製図Ⅰ・Ⅱ ● 6 32 32 3 32 32 3

建築設計製図Ⅰ・Ⅱ ◎ 10 32 96 5 32 96 5

建築材料実験Ⅰ・Ⅱ ◎ 2 32 1 32 1

建築測量実習Ⅰ・Ⅱ ◎ 2 32 1 32 1

建築ＣＡＤⅠ・Ⅱ ◎ 6 32 32 3 32 32 3

ＣＡＤ設計Ⅰ・Ⅱ ○ 6 32 32 3 32 32 3

建築デザイン・パースⅠ・Ⅱ ○ 2 32 1 32 1

インテリアデザイン学Ⅰ・Ⅱ ○ 4 32 2 32 2

288 192 320 192 288 192 288 192

インテリアコーディネーター対策講座Ⅰ・Ⅱ △ 6 64 4 32 2

福祉住環境コーディネーター対策講座Ⅰ・Ⅱ △ 4 32 2 32 2

２級建築施工管理技術検定対策講座Ⅰ・Ⅱ △ 4 32 2 32 2

建築実習Ⅰ・Ⅱ △ 4 32 2 32 2

インターンシップ △ 2 64 2

●印：必履修科目（職業実践専門課程　企業連携授業科目）

◎印：必履修科目

○印：必履修選択科目

無印：選択科目

△印：特別開講科目

特
　
　
別

卒業に必要な単位数 94

26 24 24
480 512 480 480

一
般
科
目

専
　
　
　
　
門
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

計 98 24

建建築築学学科科

科
目

授　業　科　目

開
講
区
分

単
位
数

１年次 ２年次

前期 後期 前期 後期
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建築学科



講義 実習 単位 講義 実習 単位 講義 実習 単位 講義 実習 単位

生き方講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ ◎ 4 32 1 32 1 32 1 32 1

コンピュータ実習Ⅰ・Ⅱ ◎ 2 32 1 32 1 0 0

文章技術 ◎ 2 32 2 0 0 0

応用 㔞Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ ◎ 6 0 32 2 64 2 64 2

基‽Ⅼ 㔞Ⅰ・Ⅱ ◎ 6 64 4 64 2 0 0

Ỉ‽ 㔞Ⅰ・Ⅱ ◎ 3 32 2 32 1 0 0

ᆅᙧ෗┿ 㔞・ᆅᅗ⦅㞟Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ ◎ 6 32 2 32 2 32 2 0

㹓Ａ㹔基礎 ◎ 2 32 2 0

㹓Ａ㹔応用 ● 2 0 32 2 0

Ᏻ඲㐠⯟⟶理 ○ 2 32 2

㹓Ａ㹔㛵連法 ◎ 2 0 32 2 0

㹓Ａ㹔᧯⦪法 ● 1 0 32 1

ᅵᮌ〇ᅗ ◎ 1 32 1 0 0 0

ᅵᮌ㹁Ａ㹂Ⅰ・Ⅱ ● 3 0 32 1 64 2

ᅵᮌ情報処理 ◎ 1 0 0 0 32 1

構㐀ຊᏛⅠ・Ⅱ ◎ 4 32 2 32 2 0 0

Ỉ理Ꮫ ◎ 2 0 32 2

ᅵ㉁ᕤᏛ ◎ 2 32 2 0 0 0

㒔ᕷ計⏬ ◎ 2 0 32 2 0 0

生ែᏛ（ビオトープ） ◎ 2 32 2 0 0 0

ビオトープㄽ ◎ 2 32 2 0 0 0

ビオトープ᪋ᕤ法 ◎ 2 32 2 0 0 0

コンクリートᕤᏛⅠ・Ⅱ ◎ 4 32 2 32 2 0 0

ἙᕝᕤᏛ ◎ 2 0 0 32 2 0

㐨㊰ᕤᏛ ◎ 2 0 0 32 2 0

ᶫᱱᕤᏛ ◎ 2 0 0 32 2 0

ランドスࢣープデザイン ◎ 2 0 0 32 2 0

ᆅୗ✵㛫ᕤᏛⅠ・Ⅱ ◎ 4 0 0 32 2 32 2

ᅵᮌ᪋ᕤ法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ ◎ 6 0 32 2 32 2 32 2

ᘓ設ᶵᲔ ◎ 2 0 0 32 2 0

ᅵᮌ法つ ◎ 2 0 0 32 2 0

ᅵᮌㄪᰝ・設計演習 ◎ 1 0 0 0 32 1

ᅵᮌ設計✚算 ◎ 2 0 0 0 32 2

ᅵᮌᮦᩱ実験Ⅰ㺃Ⅱ ◎ 2 32 1 32 1 0

㈨᱁対策講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ △ 6 32 2  32 2 32 2

ᅵᮌ⥲ྜ᪋ᕤ実習Ⅰ・Ⅱ ◎ 4 0 64 2 0 64 2

数ᏛⅠ・Ⅱࡾࡃ࡙ࡕࡲ ◎ 4 32 2 32 2 0

416 128 256 256 384 128 192 320

特
別

インターンシップ・企業実習 △ 2 0 64 2

●印：必履修科目（職業実践専門課程　企業連携授業科目）

◎印：必履修科目

○印：必履修選択科目

無印：選択科目

△印：特別開講科目

ᅵᮌᕤ学科

科
目

前期 後期授　業　科　目

開
講
区
分

単
位
数

１年次 ２年次

前期 後期

一
般
科
目

専
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

544 512
計 104 30 24 28

512 512

卒業に必要な単位数 94

22
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土木工学科



講義 実習 単位 講義 実習 単位 講義 実習 単位 講義 実習 単位

生き方講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ ◎ 4 32 1 32 1 32 1 32 1

コンピュータ実習Ⅰ・Ⅱ ◎ 2 32 1 32 1

コ࣑ュࢣࢽーシࣙン ◎ 2 32 2

プࣞࢮンテーシࣙン ◎ 2 32 2

文章技術 ◎ 2 32 2

ーࢼ࣐ネスࢪࣅ ○ 2 32 2

㡢㡪理ㄽⅠ・Ⅱ ◎ 4 32 2 32 2

ᫎീ理ㄽⅠ・Ⅱ ◎ 4 32 2 32 2

㡢㡪実習Ⅰ・Ⅱ ◎ 8 32 64 4 32 64 4

ᫎീ実習Ⅰ・Ⅱ ◎ 8 32 64 4 32 64 4

デࢪタࣝ࢘ࢧンࢻⅠ・Ⅱ ◎ 2 32 1 32 1

ーࣝⅠ・Ⅱࢶュアࣝࢪࣅ ◎ 2 32 1 32 1

↷᫂技法Ⅰ㺃Ⅱ ◎ 4 32 2 32 2

Ⰽᙬ学Ⅰ・Ⅱ ◎ 4 32 2 32 2

Ｃ㹅Ⅰ・Ⅱ ◎ 4 32 2 32 2

ア࢘ࢼンス講座 ◎ 2 32 2

㡢㡪理ㄽⅢ・Ⅳ ○ 4 32 2 32 2

ᫎീ理ㄽⅢ・Ⅳ ○ 4 32 2 32 2

㡢㡪実習Ⅲ・Ⅳ ○ 8 32 64 4 32 64 4

ᫎീ実習Ⅲ・Ⅳ ○ 8 32 64 4 32 64 4

ᫎീ₇ฟⅠ・Ⅱ ○ 4 32 2 32 2

ＤＡ㹕Ⅰ㺃Ⅱ ○ 2 32 1 32 1

デࢪタ࣓ࣝディアⅠ・Ⅱ ○ 2 32 1 32 1

イ࣋ント企画Ⅰ㺃Ⅱ ○ 4 32 2 32 2

㹎Ａ技術 ○ 2 32 2

ࣞコーディンࢢ技術 ○ 2 32 2

Ｃ㹋ไస ○ 2 32 2

㹔㹎ไస ○ 2 32 2

ステーࢪ↷᫂ ○ 2 32 2

ステーࢪไస ○ 2 32 2

₇技・⾲⌧技法 ◎ 2 32 2

ไసⅠ・Ⅱ⤌␒࢜ࢪࣛ ○ 6 32 32 3 32 32 3

ࢶコンテン࢜デࣅ ○ 3 32 32 3

ᫎീ卒業ไస ○ 3 32 32 3

㡢㡪ᫎീ㈨᱁対策講座 ○ 2 32 2

࣓ディアᛂ⏝技術 ○ 2 32 2

コンࢧート実習Ⅰ・Ⅱ ● 2 32 1 32 1

288 288 288 256 416 320 416 288

特
別

インターンシップ △ 2 0 64 2

●印：必履修科目（職業実践専門課程　企業連携授業科目）

◎印：必履修科目

○印：必履修選択科目

無印：選択科目

△印：特別開講科目

卒業に必要な単位数 94

26 36 35
5�6 544 �36 �04

一
般
科
目

専
　
　
　
　
門
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

計 124 2�

㡢㡢㡪㡪࣭࣭ᫎᫎീീ࣓࣓࢔࢔࢕࢕ࢹࢹ学学科科

科
目

授　業　科　目

開
講
区
分

単
位
数

１年次 ２年次

前期 後期 前期 後期
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音響・映像メディア学科



講義 実習 単位 講義 実習 単位

科
目

一
般 生き方講座Ⅰ・Ⅱ ◎ 2 32 1 32 1

建築計画 ◎ 8 128 8

建築法規 ◎ 8 128 8

建築構造 ◎ 8 128 8

建築施工 ◎ 8 128 8

設計製図 ◎ 11 352 11

建築✚⟬ ◎ 2 32 2

インターンシップ ○ 2 64 2

修஢◊✲ ○ 2 64 2

512 32 32 512

◎印：必履修科目

○印：必履修選択科目

無印：選択科目

△印：特別開講科目

建建築築ኈኈᑓᑓᨷᨷ科科

科
目

授　業　科　目

開
講
区
分

単
位
数

１年次

前期 後期

卒業に必要な単位数 48

専

門

科

目

計 51 33 18
544 544
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建築士専攻科
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校舎平面図

㟁Ẽᐇ㦂ᐊ㹂 㟁Ẽᐇ㦂ᐊ㹂

➨ᅄᶵᲔ

ᐇ⩦ᐊ
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ࣂ࣮ࢧ

ࢡ࣮࣡
シࣙࣉࢵ
࣒࣮ࣝ
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↷᫂ᐇ⩦ᐊ

↷࣭᫂ ᫎീ
ᐇ⩦‽ഛᐊ

㟁Ẽᐇ㦂ᐊ$ 㟁Ẽᐇ㦂ᐊ% 㟁Ẽᐇ㦂ᐊ&
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ト࣡ࢵࢿ ࢡ࣮
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―
65
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 3月　日現在
２２㸮㸮２２３３年年ᗘᗘ　　㈨㈨᱁᱁試試験験・・ㄆㄆᐃᐃ試試験験・・講講習習実実᪋᪋ணணᐃᐃ表表

試験᪥ 試験᪥ 試験᪥
IT

ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ
情報 機械 電気 建築 土木

音響
映像

１　⣭ g����� ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

‽１⣭ g����� ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２　⣭ g����� ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

‽２⣭ g����� ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

３　⣭ g����� ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

１　⣭ g����� ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

‽１⣭ g����� ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２　⣭ g����� ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

‽２⣭ g����� ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

３　⣭ g����� ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２　⣭ g����� 㝶᫬ ○ ○

３　⣭ g����� 㝶᫬ ○ ◎

ネットワークス࣌シࣕリスト ○

応用情報技術⪅ ◎ ○

基ᮏ情報技術⪅ 㝶᫬ ◎ ◎

情報セキュリティマネジメント試験 㝶᫬ ○ ○

ＩＴࣃス࣏ート試験 㝶᫬ ○ ◎

情報処理Ᏻ඲☜ಖᨭ᥼ኈ試験 情報処理Ᏻ඲☜ಖᨭ᥼ኈ試験 g����� �᭶��᪥ �᭶୰᪪ 㹼 �᭶ୗ᪪ ��᭶�᪥ �᭶୰᪪ 㹼 �᭶ୖ᪪ ○ 経῭⏘業┬

g������ ○ シスコ♫

g����� ○ ○

g����� ➨一᪥᭙ ○ ○

情報ά用試験（�⣭） g����� ○ ○

情報システム試験（基ᮏスキル） g����� ◎ ◎

情報デザイン試験（ึ⣭） g����� ○ ○

Ｒｕｂｙ技術⪅ㄆᐃ試験 6LOYHU g����� ◎ Ｒｕｂｙアソシ࢚ーシࣙン

/LQX&�� g������ ○

/LQX&�� g������ ○

２　⣭ g����� ○

３　⣭ g����� ◎

ึ⣭ g����� 㝶᫬ ○

リテールマーࢣティング（㈍኎ኈ）᳨ᐃ ３　⣭ g����� 㝶᫬ ◎

２⣭ᬑ㏻᪕┙స業 ◎

２⣭マシニングセンターస業 ○

３⣭ᬑ㏻᪕┙స業 ◎

３⣭フライス┙స業 ◎

３⣭数್ไᚚ᪕┙స業 ◎

３⣭マシニングセンターస業 ◎

技⬟᳨ᐃ　ᶵᲔ・プラント〇ᅗ �⣭ᶵᲔ〇ᅗ&$'స業 g������
�᭶��᪥�実技）
�᭶��᪥�Ꮫ科）

◎

எ✀１㢮 ○

எ✀２㢮 ○

எ✀３㢮 ○

எ✀㸲㢮 ◎

எ✀㸳㢮 ○

எ✀㸴㢮 ○

イラー技ኈ࣎ ２　⣭ g����� ○ （㈈）Ᏻ඲⾨生技術試験༠఍

ス⁐᥋技⬟講習࢞ g������ ○

フ࢛ークリフト技⬟講習 g������ ○

⋢᥃ࡅ技⬟講習 g������ ○

ᗋୖ᧯సᘧクࣞーン㐠㌿技⬟講習 g������ ○

➨一✀ g������ �᭶��᪥ 㹼 �᭶�᪥ ➹グ試験 技⬟試験 ◎

�᭶��᪥ 㹼 �᭶�᪥ ୖ期➹グ試験 ୖ期技⬟試験 ◎

�᭶��᪥ 㹼 �᭶�᪥ ୗ期➹グ試験 ୗ期技⬟試験 ◎

㟁Ẽ୺௵技術⪅試験 ➨୕✀ g����� �᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶�᪥ �᭶��᪥ ��᭶��᪥ 㹼 ��᭶��᪥ ◎

㟁Ẽᕤ஦᪋ᕤ⟶理技術᳨ᐃ�➨一次᳨ᐃ� ２⣭ g����� �᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ ��᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ ◎ ᘓ設業᣺⯆基㔠試験◊修ᮏ㒊

⏥✀➨㸲㢮 g����� �᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶�᪥ �᭶��᪥ ��᭶�᪥ 㹼 ��᭶�᪥ ○

எ✀➨㸲・㸵㢮 g����� �᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶�᪥ �᭶��᪥ ��᭶�᪥ 㹼 ��᭶�᪥ ○

༴㝤≀ྲྀᢅ⪅試験 எ✀➨㸲㢮 g����� �᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ ��᭶��᪥ ��᭶�᪥ 㹼 ��᭶��᪥ �᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ ○

ᕤ஦ᢸ௵⪅試験 ➨஧⣭デジタル㏻ಙ g����� �᭶��᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ��᭶��᪥ ○ 㟁Ẽ㏻ಙᅜᐙ試験センター

ᘓ築ኈ ஧　⣭ g������ ྑグཧ↷ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ Ꮫ科試験 設計〇ᅗ ◎ ᘓ築技術ᩍ⫱ᬑཬセンター

２　⣭ g����� ◎

３　⣭ g����� ◎

g������ ྑグཧ↷ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ 一次試験 ஧次試験 ◎ インテリア⏘業༠఍

ᘓ築᪋ᕤ⟶理技術᳨ᐃ試験（➨�次᳨ᐃ） ２　⣭ g����� ��᭶��᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ◎ ᘓ設業᣺⯆基㔠試験◊修ᮏ㒊

Ꮿᆅᘓ≀ྲྀᘬኈ㈨᱁試験 g����� ��᭶��᪥ �᭶ୖ᪪ 㹼 �᭶ୗ᪪ ○ ୙ື⏘㐺ṇྲྀᘬ᥎㐍ᶵ構

１　⣭ g������ �᭶୰᪪ ��᭶��᪥ 㹼 �᭶�᪥ ◎

２　⣭ g����� �᭶ୖ᪪ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ ��᭶୰᪪ �᭶��᪥ 㹼 ��᭶�᪥ ◎

g������ 㝶᫬ ○ コベルコᩍ習ᡤ

g����� �᭶��᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ◎

g����� �᭶��᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ◎

ᅵᮌ᪋ᕤ⟶理技術᳨ᐃ（➨�次᳨ᐃ） ２　⣭ g����� �᭶�᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ��᭶��᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ◎

⟶ᕤ஦᪋ᕤ⟶理技術᳨ᐃ（➨�次᳨ᐃ） ２　⣭ g����� �᭶�᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ��᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ ○

㐀ᅬ᪋ᕤ⟶理技術᳨ᐃ（➨�次᳨ᐃ） ２　⣭ g����� �᭶�᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ��᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ ○

ビオトープ⟶理ኈ（᪋ᕤ・計⏬） ２　⣭ g����� ��᭶�᪥ �᭶ୖ᪪ 㹼 �᭶୰᪪ ◎ ᪥ᮏ生ែ⣔༠఍

１　⣭ g������ �᭶ୗ᪪ ��᭶ୖ᪪ 㹼 ��᭶ୗ᪪ ○

２　⣭ g������ �᭶��᪥ �᭶ୖ᪪ 㹼 �᭶ୗ᪪ ��᭶��᪥ ��᭶ୖ᪪ 㹼 ��᭶ୗ᪪ ○

３　⣭ g����� �᭶ୖ᪪ �᭶ୖ᪪ 㹼 �᭶ୗ᪪ ○

○

○

３　⣭ g�����
�᭶�᪥�Ꮫ科�

�᭶ୗ᪪�実技）
◎

２　⣭ g������
�᭶��᪥�Ꮫ科�
�᭶ୖ᪪�実技）

○

２　⣭ g����� ○

３　⣭ g����� ○

g����� �᭶�᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ○ ᪥ᮏ㡢ᴦスタジオ༠఍

g����� �᭶�᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ◎ ᪥ᮏ࣏ストプロࢲクシࣙン༠఍

ートࣃキス࢚ g����� �᭶�᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶�᪥ ��᭶��᪥ �᭶�᪥ 㹼 ��᭶��᪥ ○

ベーシック g����� �᭶�᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶�᪥ ��᭶��᪥ �᭶�᪥ 㹼 ��᭶��᪥ ○


୺ദᅋయ➼ࡢ㒔ྜにࡾࡼ一㒊ኚ᭦ࡿࡍሙྜࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ

ᾘ㜵試験◊✲センター

◎：㔜Ⅼ目ᶆ（Ꮫ科指ᑟ㈨᱁）　　○：⮬⏤

目ᶆ㈨᱁　　　　　　　　����������������������������　　　実᪋᪥程 ཷ験ᩱ
�➨１ᅇ �➨２ᅇ �➨３ᅇ 対象学科

୺ദᅋయ
⏦㎸期㛫 ⏦㎸期㛫 ⏦㎸期㛫

ඹ
㏻

ワープロ᳨ᐃ �᭶ୖ᪪ �᭶ୗ᪪ 㹼 �᭶ୖ᪪

表計算᳨ᐃ ��᭶ୖ᪪ �᭶ୗ᪪ 㹼 �᭶ୖ᪪ �᭶ୗ᪪

㹼 �᭶ୗ᪪

᪥ᮏ情報処理᳨ᐃ༠఍

㹼 ��᭶ୖ᪪ �᭶ୗ᪪ �᭶୰᪪

ビジネス⬟ຊ᳨ᐃジࣙブࣃス（㹀᳨） 㝶᫬ 試験センターにண⣙ 職業ᩍ⫱キࣕリアᩍ⫱㈈ᅋ

��᭶୰᪪ ��᭶ୗ᪪

��᭶ୖ᪪ ��᭶ୗ᪪

㹼 ��᭶ୖ᪪ �᭶ୗ᪪ �᭶୰᪪ 㹼

情
報
⣔

情報処理技術⪅試験 g�����

�᭶��᪥ �᭶୰᪪ 㹼 �᭶ୗ᪪ ��᭶�᪥ �᭶୰᪪

Ｌｉｎｕｘ技術⪅ㄆᐃ試験

㹁㹁㹌Ａ（シスコ♫ㄆᐃ㈨᱁）

㹋㹁㹎（マイクロソフトㄆᐃ技術⪅）㈨᱁

㹋㹍㹑�0LFURVRIW�2IILFH�6SHFLDOLVW�㈨᱁

᪥ၟ⡙グ᳨ᐃ
�᭶୰᪪ �᭶ୖ᪪ 㹼 �᭶ୖ᪪ ��᭶୰᪪

-᳨

㹼 �᭶ୖ᪪

経῭⏘業┬試験センターにண⣙

試験センターにண⣙

職業ᩍ⫱キࣕリアᩍ⫱㈈ᅋ

㝶᫬ 試験センターにண⣙
Ｌ㹎Ｉ

試験センターにண⣙

㝶᫬ 試験センターにண⣙

マイクロソフト
ཷ験�ࣨ᭶前にண⣙

㝶᫬
Ꮫᰯ経⏤
ࡣࡓࡲ

試験センターにண⣙

�᭶ୗ᪪

᪥ᮏၟᕤ఍㆟ᡤ
試験センターにண⣙

試験センターにண⣙

g������
�᭶��᪥�Ꮫ科�
�᭶ୖ᪪�実技�

�᭶ୖ᪪

�᭶ୖ᪪ 㹼 ��᭶ୖ᪪ �᭶ୗ᪪ ��᭶ୗ᪪ 㹼

�᭶�᪥�Ꮫ科）
�᭶ୖ᪪�実技）

��᭶ୖ᪪
ᗈᓥ┴職業⬟ຊ開発༠఍

g������
�᭶�᪥�Ꮫ科）
�᭶ୖ᪪�実技）

��᭶ୖ᪪

㟁Ẽ技術⪅試験センター➨஧✀ g�����

ᾘ㜵試験◊✲センター

᪥ᮏクࣞーン༠఍

ປാ基‽༠఍

�᭶��᪥ ᮍᐃ ��᭶��᪥ ᮍᐃ

ᶵ
Ე
⣔

ᾘ㜵設ഛኈ試験

�᭶��᪥ �᭶��᪥

��᭶��᪥ ��᭶��᪥

ᮍᐃ

㝶᫬ 別㏵指ᐃ

༴㝤≀ྲྀᢅ⪅試験 g�����

技⬟᳨ᐃ　ᶵᲔຍᕤ

�᭶��᪥

ᘓ
築
⣔

�᭶�᪥ �᭶��᪥

⚟♴ఫ⎔ቃコーディネーター �᭶୰᪪㹼�᭶ึ᪪ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥

別㏵指ᐃ

㟁
Ẽ
⣔

㟁Ẽᕤ஦ኈ試験 ྑグཧ↷

��᭶�᪥ ��᭶��᪥

�᭶�᪥���㹼����᭶��᪥

ᅵ
ᮌ
⣔

 㔞ኈ試験
ᅜᅵ஺㏻┬ᅜᅵᆅ理㝔

 㔞ኈ⿵試験

඲ᅜᘓ設◊修センター

無ே⯟✵ᚑ஦⪅試験（ドローン᳨ᐃ）

��᭶ึ᪪㹼��᭶ୗ᪪ ��᭶�᪥ 㹼 ��᭶��᪥ ᮾிၟᕤ఍㆟ᡤ

インテリアコーディネーター ��᭶�᪥ ��᭶��᪥

ドローン᳨ᐃ༠఍ᰴᘧ఍♫

特別ᩍ⫱　ᑠᆺ㌴୧⣔
g������ 㝶᫬ 別㏵指ᐃ コベルコᩍ習ᡤࠊᗈᓥクࣞーンᏛᰯ

特別ᩍ⫱　ローラー

リビングスタイリスト ᪥ᮏライフスタイル༠఍

特別ᩍ⫱　ᑠᆺ㌴୧⣔

ア
ー

ト
⣔

⯙ྎᶵ構ㄪᩚ技⬟᳨ᐃ（㡢㡪ᶵ構ㄪᩚస業）
�᭶ୖ᪪

ᗈᓥ┴職業⬟ຊ開発༠఍
��᭶ୖ᪪

㹋Ｉ㹂Ｉ᳨ᐃ試験

ᫎീ㡢㡪処理技術⪅㈨᱁ㄆᐃ試験

ＣＧ－ＡＲＴＳ・ＣＧクリエイター検定 ㈈ᅋ法ே⏬ീ情報ᩍ⫱᣺⯆༠఍（&*�$576༠఍）

㡢ᴦ㟁Ꮚ஦業༠఍

サウンドࣞコーディング技術ㄆᐃ試験

��᭶�᪥ ��᭶

 3月　日現在
２２㸮㸮２２３３年年ᗘᗘ　　㈨㈨᱁᱁試試験験・・ㄆㄆᐃᐃ試試験験・・講講習習実実᪋᪋ணணᐃᐃ表表

試験᪥ 試験᪥ 試験᪥
IT

ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ
情報 機械 電気 建築 土木

音響
映像

１　⣭ g����� ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

‽１⣭ g����� ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２　⣭ g����� ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

‽２⣭ g����� ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

３　⣭ g����� ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

１　⣭ g����� ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

‽１⣭ g����� ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２　⣭ g����� ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

‽２⣭ g����� ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

３　⣭ g����� ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２　⣭ g����� 㝶᫬ ○ ○

３　⣭ g����� 㝶᫬ ○ ◎

ネットワークス࣌シࣕリスト ○

応用情報技術⪅ ◎ ○

基ᮏ情報技術⪅ 㝶᫬ ◎ ◎

情報セキュリティマネジメント試験 㝶᫬ ○ ○

ＩＴࣃス࣏ート試験 㝶᫬ ○ ◎

情報処理Ᏻ඲☜ಖᨭ᥼ኈ試験 情報処理Ᏻ඲☜ಖᨭ᥼ኈ試験 g����� �᭶��᪥ �᭶୰᪪ 㹼 �᭶ୗ᪪ ��᭶�᪥ �᭶୰᪪ 㹼 �᭶ୖ᪪ ○ 経῭⏘業┬

g������ ○ シスコ♫

g����� ○ ○

g����� ➨一᪥᭙ ○ ○

情報ά用試験（�⣭） g����� ○ ○

情報システム試験（基ᮏスキル） g����� ◎ ◎

情報デザイン試験（ึ⣭） g����� ○ ○

Ｒｕｂｙ技術⪅ㄆᐃ試験 6LOYHU g����� ◎ Ｒｕｂｙアソシ࢚ーシࣙン

/LQX&�� g������ ○

/LQX&�� g������ ○

２　⣭ g����� ○

３　⣭ g����� ◎

ึ⣭ g����� 㝶᫬ ○

リテールマーࢣティング（㈍኎ኈ）᳨ᐃ ３　⣭ g����� 㝶᫬ ◎

２⣭ᬑ㏻᪕┙స業 ◎

２⣭マシニングセンターస業 ○

３⣭ᬑ㏻᪕┙స業 ◎

３⣭フライス┙స業 ◎

３⣭数್ไᚚ᪕┙స業 ◎

３⣭マシニングセンターస業 ◎

技⬟᳨ᐃ　ᶵᲔ・プラント〇ᅗ �⣭ᶵᲔ〇ᅗ&$'స業 g������
�᭶��᪥�実技）
�᭶��᪥�Ꮫ科）

◎

எ✀１㢮 ○

எ✀２㢮 ○

எ✀３㢮 ○

எ✀㸲㢮 ◎

எ✀㸳㢮 ○

எ✀㸴㢮 ○

イラー技ኈ࣎ ２　⣭ g����� ○ （㈈）Ᏻ඲⾨生技術試験༠఍

ス⁐᥋技⬟講習࢞ g������ ○

フ࢛ークリフト技⬟講習 g������ ○

⋢᥃ࡅ技⬟講習 g������ ○

ᗋୖ᧯సᘧクࣞーン㐠㌿技⬟講習 g������ ○

➨一✀ g������ �᭶��᪥ 㹼 �᭶�᪥ ➹グ試験 技⬟試験 ◎

�᭶��᪥ 㹼 �᭶�᪥ ୖ期➹グ試験 ୖ期技⬟試験 ◎

�᭶��᪥ 㹼 �᭶�᪥ ୗ期➹グ試験 ୗ期技⬟試験 ◎

㟁Ẽ୺௵技術⪅試験 ➨୕✀ g����� �᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶�᪥ �᭶��᪥ ��᭶��᪥ 㹼 ��᭶��᪥ ◎

㟁Ẽᕤ஦᪋ᕤ⟶理技術᳨ᐃ�➨一次᳨ᐃ� ２⣭ g����� �᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ ��᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ ◎ ᘓ設業᣺⯆基㔠試験◊修ᮏ㒊

⏥✀➨㸲㢮 g����� �᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶�᪥ �᭶��᪥ ��᭶�᪥ 㹼 ��᭶�᪥ ○

எ✀➨㸲・㸵㢮 g����� �᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶�᪥ �᭶��᪥ ��᭶�᪥ 㹼 ��᭶�᪥ ○

༴㝤≀ྲྀᢅ⪅試験 எ✀➨㸲㢮 g����� �᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ ��᭶��᪥ ��᭶�᪥ 㹼 ��᭶��᪥ �᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ ○

ᕤ஦ᢸ௵⪅試験 ➨஧⣭デジタル㏻ಙ g����� �᭶��᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ��᭶��᪥ ○ 㟁Ẽ㏻ಙᅜᐙ試験センター

ᘓ築ኈ ஧　⣭ g������ ྑグཧ↷ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ Ꮫ科試験 設計〇ᅗ ◎ ᘓ築技術ᩍ⫱ᬑཬセンター

２　⣭ g����� ◎

３　⣭ g����� ◎

g������ ྑグཧ↷ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ 一次試験 ஧次試験 ◎ インテリア⏘業༠఍

ᘓ築᪋ᕤ⟶理技術᳨ᐃ試験（➨�次᳨ᐃ） ２　⣭ g����� ��᭶��᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ◎ ᘓ設業᣺⯆基㔠試験◊修ᮏ㒊

Ꮿᆅᘓ≀ྲྀᘬኈ㈨᱁試験 g����� ��᭶��᪥ �᭶ୖ᪪ 㹼 �᭶ୗ᪪ ○ ୙ື⏘㐺ṇྲྀᘬ᥎㐍ᶵ構

１　⣭ g������ �᭶୰᪪ ��᭶��᪥ 㹼 �᭶�᪥ ◎

２　⣭ g����� �᭶ୖ᪪ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ ��᭶୰᪪ �᭶��᪥ 㹼 ��᭶�᪥ ◎

g������ 㝶᫬ ○ コベルコᩍ習ᡤ

g����� �᭶��᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ◎

g����� �᭶��᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ◎

ᅵᮌ᪋ᕤ⟶理技術᳨ᐃ（➨�次᳨ᐃ） ２　⣭ g����� �᭶�᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ��᭶��᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ◎

⟶ᕤ஦᪋ᕤ⟶理技術᳨ᐃ（➨�次᳨ᐃ） ２　⣭ g����� �᭶�᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ��᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ ○

㐀ᅬ᪋ᕤ⟶理技術᳨ᐃ（➨�次᳨ᐃ） ２　⣭ g����� �᭶�᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ��᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ ○

ビオトープ⟶理ኈ（᪋ᕤ・計⏬） ２　⣭ g����� ��᭶�᪥ �᭶ୖ᪪ 㹼 �᭶୰᪪ ◎ ᪥ᮏ生ែ⣔༠఍

１　⣭ g������ �᭶ୗ᪪ ��᭶ୖ᪪ 㹼 ��᭶ୗ᪪ ○

２　⣭ g������ �᭶��᪥ �᭶ୖ᪪ 㹼 �᭶ୗ᪪ ��᭶��᪥ ��᭶ୖ᪪ 㹼 ��᭶ୗ᪪ ○

３　⣭ g����� �᭶ୖ᪪ �᭶ୖ᪪ 㹼 �᭶ୗ᪪ ○

○

○

３　⣭ g�����
�᭶�᪥�Ꮫ科�

�᭶ୗ᪪�実技）
◎

２　⣭ g������
�᭶��᪥�Ꮫ科�
�᭶ୖ᪪�実技）

○

２　⣭ g����� ○

３　⣭ g����� ○

g����� �᭶�᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ○ ᪥ᮏ㡢ᴦスタジオ༠఍

g����� �᭶�᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ◎ ᪥ᮏ࣏ストプロࢲクシࣙン༠఍

ートࣃキス࢚ g����� �᭶�᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶�᪥ ��᭶��᪥ �᭶�᪥ 㹼 ��᭶��᪥ ○

ベーシック g����� �᭶�᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶�᪥ ��᭶��᪥ �᭶�᪥ 㹼 ��᭶��᪥ ○


୺ദᅋయ➼ࡢ㒔ྜにࡾࡼ一㒊ኚ᭦ࡿࡍሙྜࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ

ᾘ㜵試験◊✲センター

◎：㔜Ⅼ目ᶆ（Ꮫ科指ᑟ㈨᱁）　　○：⮬⏤

目ᶆ㈨᱁　　　　　　　　����������������������������　　　実᪋᪥程 ཷ験ᩱ
�➨１ᅇ �➨２ᅇ �➨３ᅇ 対象学科

୺ദᅋయ
⏦㎸期㛫 ⏦㎸期㛫 ⏦㎸期㛫

ඹ
㏻

ワープロ᳨ᐃ �᭶ୖ᪪ �᭶ୗ᪪ 㹼 �᭶ୖ᪪

表計算᳨ᐃ ��᭶ୖ᪪ �᭶ୗ᪪ 㹼 �᭶ୖ᪪ �᭶ୗ᪪

㹼 �᭶ୗ᪪

᪥ᮏ情報処理᳨ᐃ༠఍

㹼 ��᭶ୖ᪪ �᭶ୗ᪪ �᭶୰᪪

ビジネス⬟ຊ᳨ᐃジࣙブࣃス（㹀᳨） 㝶᫬ 試験センターにண⣙ 職業ᩍ⫱キࣕリアᩍ⫱㈈ᅋ

��᭶୰᪪ ��᭶ୗ᪪

��᭶ୖ᪪ ��᭶ୗ᪪

㹼 ��᭶ୖ᪪ �᭶ୗ᪪ �᭶୰᪪ 㹼

情
報
⣔

情報処理技術⪅試験 g�����

�᭶��᪥ �᭶୰᪪ 㹼 �᭶ୗ᪪ ��᭶�᪥ �᭶୰᪪

Ｌｉｎｕｘ技術⪅ㄆᐃ試験

㹁㹁㹌Ａ（シスコ♫ㄆᐃ㈨᱁）

㹋㹁㹎（マイクロソフトㄆᐃ技術⪅）㈨᱁

㹋㹍㹑�0LFURVRIW�2IILFH�6SHFLDOLVW�㈨᱁

᪥ၟ⡙グ᳨ᐃ
�᭶୰᪪ �᭶ୖ᪪ 㹼 �᭶ୖ᪪ ��᭶୰᪪

-᳨

㹼 �᭶ୖ᪪

経῭⏘業┬試験センターにண⣙

試験センターにண⣙

職業ᩍ⫱キࣕリアᩍ⫱㈈ᅋ

㝶᫬ 試験センターにண⣙
Ｌ㹎Ｉ

試験センターにண⣙

㝶᫬ 試験センターにண⣙

マイクロソフト
ཷ験�ࣨ᭶前にண⣙

㝶᫬
Ꮫᰯ経⏤
ࡣࡓࡲ

試験センターにண⣙

�᭶ୗ᪪

᪥ᮏၟᕤ఍㆟ᡤ
試験センターにண⣙

試験センターにண⣙

g������
�᭶��᪥�Ꮫ科�
�᭶ୖ᪪�実技�

�᭶ୖ᪪

�᭶ୖ᪪ 㹼 ��᭶ୖ᪪ �᭶ୗ᪪ ��᭶ୗ᪪ 㹼

�᭶�᪥�Ꮫ科）
�᭶ୖ᪪�実技）

��᭶ୖ᪪
ᗈᓥ┴職業⬟ຊ開発༠఍

g������
�᭶�᪥�Ꮫ科）
�᭶ୖ᪪�実技）

��᭶ୖ᪪

㟁Ẽ技術⪅試験センター➨஧✀ g�����

ᾘ㜵試験◊✲センター

᪥ᮏクࣞーン༠఍

ປാ基‽༠఍

�᭶��᪥ ᮍᐃ ��᭶��᪥ ᮍᐃ

ᶵ
Ე
⣔

ᾘ㜵設ഛኈ試験

�᭶��᪥ �᭶��᪥

��᭶��᪥ ��᭶��᪥

ᮍᐃ

㝶᫬ 別㏵指ᐃ

༴㝤≀ྲྀᢅ⪅試験 g�����

技⬟᳨ᐃ　ᶵᲔຍᕤ

�᭶��᪥

ᘓ
築
⣔

�᭶�᪥ �᭶��᪥

⚟♴ఫ⎔ቃコーディネーター �᭶୰᪪㹼�᭶ึ᪪ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥

別㏵指ᐃ

㟁
Ẽ
⣔

㟁Ẽᕤ஦ኈ試験 ྑグཧ↷

��᭶�᪥ ��᭶��᪥

�᭶�᪥���㹼����᭶��᪥

ᅵ
ᮌ
⣔

 㔞ኈ試験
ᅜᅵ஺㏻┬ᅜᅵᆅ理㝔

 㔞ኈ⿵試験

඲ᅜᘓ設◊修センター

無ே⯟✵ᚑ஦⪅試験（ドローン᳨ᐃ）

��᭶ึ᪪㹼��᭶ୗ᪪ ��᭶�᪥ 㹼 ��᭶��᪥ ᮾிၟᕤ఍㆟ᡤ

インテリアコーディネーター ��᭶�᪥ ��᭶��᪥

ドローン᳨ᐃ༠఍ᰴᘧ఍♫

特別ᩍ⫱　ᑠᆺ㌴୧⣔
g������ 㝶᫬ 別㏵指ᐃ コベルコᩍ習ᡤࠊᗈᓥクࣞーンᏛᰯ

特別ᩍ⫱　ローラー

リビングスタイリスト ᪥ᮏライフスタイル༠఍

特別ᩍ⫱　ᑠᆺ㌴୧⣔

ア
ー

ト
⣔

⯙ྎᶵ構ㄪᩚ技⬟᳨ᐃ（㡢㡪ᶵ構ㄪᩚస業）
�᭶ୖ᪪

ᗈᓥ┴職業⬟ຊ開発༠఍
��᭶ୖ᪪

㹋Ｉ㹂Ｉ᳨ᐃ試験

ᫎീ㡢㡪処理技術⪅㈨᱁ㄆᐃ試験

ＣＧ－ＡＲＴＳ・ＣＧクリエイター検定 ㈈ᅋ法ே⏬ീ情報ᩍ⫱᣺⯆༠఍（&*�$576༠఍）

㡢ᴦ㟁Ꮚ஦業༠఍

サウンドࣞコーディング技術ㄆᐃ試験

��᭶�᪥ ��᭶

2023年度　資格試験・ 認定試験・講習実施予定表 ３月１日現在



―
66
―

 3月　日現在
２２㸮㸮２２３３年年ᗘᗘ　　㈨㈨᱁᱁試試験験・・ㄆㄆᐃᐃ試試験験・・講講習習実実᪋᪋ணணᐃᐃ表表

試験᪥ 試験᪥ 試験᪥
IT

ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ
情報 機械 電気 建築 土木

音響
映像

１　⣭ g����� ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

‽１⣭ g����� ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２　⣭ g����� ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

‽２⣭ g����� ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

３　⣭ g����� ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

１　⣭ g����� ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

‽１⣭ g����� ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２　⣭ g����� ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

‽２⣭ g����� ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

３　⣭ g����� ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２　⣭ g����� 㝶᫬ ○ ○

３　⣭ g����� 㝶᫬ ○ ◎

ネットワークス࣌シࣕリスト ○

応用情報技術⪅ ◎ ○

基ᮏ情報技術⪅ 㝶᫬ ◎ ◎

情報セキュリティマネジメント試験 㝶᫬ ○ ○

ＩＴࣃス࣏ート試験 㝶᫬ ○ ◎

情報処理Ᏻ඲☜ಖᨭ᥼ኈ試験 情報処理Ᏻ඲☜ಖᨭ᥼ኈ試験 g����� �᭶��᪥ �᭶୰᪪ 㹼 �᭶ୗ᪪ ��᭶�᪥ �᭶୰᪪ 㹼 �᭶ୖ᪪ ○ 経῭⏘業┬

g������ ○ シスコ♫

g����� ○ ○

g����� ➨一᪥᭙ ○ ○

情報ά用試験（�⣭） g����� ○ ○

情報システム試験（基ᮏスキル） g����� ◎ ◎

情報デザイン試験（ึ⣭） g����� ○ ○

Ｒｕｂｙ技術⪅ㄆᐃ試験 6LOYHU g����� ◎ Ｒｕｂｙアソシ࢚ーシࣙン

/LQX&�� g������ ○

/LQX&�� g������ ○

２　⣭ g����� ○

３　⣭ g����� ◎

ึ⣭ g����� 㝶᫬ ○

リテールマーࢣティング（㈍኎ኈ）᳨ᐃ ３　⣭ g����� 㝶᫬ ◎

２⣭ᬑ㏻᪕┙స業 ◎

２⣭マシニングセンターస業 ○

３⣭ᬑ㏻᪕┙స業 ◎

３⣭フライス┙స業 ◎

３⣭数್ไᚚ᪕┙స業 ◎

３⣭マシニングセンターస業 ◎

技⬟᳨ᐃ　ᶵᲔ・プラント〇ᅗ �⣭ᶵᲔ〇ᅗ&$'స業 g������
�᭶��᪥�実技）
�᭶��᪥�Ꮫ科）

◎

எ✀１㢮 ○

எ✀２㢮 ○

எ✀３㢮 ○

எ✀㸲㢮 ◎

எ✀㸳㢮 ○

எ✀㸴㢮 ○

イラー技ኈ࣎ ２　⣭ g����� ○ （㈈）Ᏻ඲⾨生技術試験༠఍

ス⁐᥋技⬟講習࢞ g������ ○

フ࢛ークリフト技⬟講習 g������ ○

⋢᥃ࡅ技⬟講習 g������ ○

ᗋୖ᧯సᘧクࣞーン㐠㌿技⬟講習 g������ ○

➨一✀ g������ �᭶��᪥ 㹼 �᭶�᪥ ➹グ試験 技⬟試験 ◎

�᭶��᪥ 㹼 �᭶�᪥ ୖ期➹グ試験 ୖ期技⬟試験 ◎

�᭶��᪥ 㹼 �᭶�᪥ ୗ期➹グ試験 ୗ期技⬟試験 ◎

㟁Ẽ୺௵技術⪅試験 ➨୕✀ g����� �᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶�᪥ �᭶��᪥ ��᭶��᪥ 㹼 ��᭶��᪥ ◎

㟁Ẽᕤ஦᪋ᕤ⟶理技術᳨ᐃ�➨一次᳨ᐃ� ２⣭ g����� �᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ ��᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ ◎ ᘓ設業᣺⯆基㔠試験◊修ᮏ㒊

⏥✀➨㸲㢮 g����� �᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶�᪥ �᭶��᪥ ��᭶�᪥ 㹼 ��᭶�᪥ ○

எ✀➨㸲・㸵㢮 g����� �᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶�᪥ �᭶��᪥ ��᭶�᪥ 㹼 ��᭶�᪥ ○

༴㝤≀ྲྀᢅ⪅試験 எ✀➨㸲㢮 g����� �᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ ��᭶��᪥ ��᭶�᪥ 㹼 ��᭶��᪥ �᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ ○

ᕤ஦ᢸ௵⪅試験 ➨஧⣭デジタル㏻ಙ g����� �᭶��᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ��᭶��᪥ ○ 㟁Ẽ㏻ಙᅜᐙ試験センター

ᘓ築ኈ ஧　⣭ g������ ྑグཧ↷ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ Ꮫ科試験 設計〇ᅗ ◎ ᘓ築技術ᩍ⫱ᬑཬセンター

２　⣭ g����� ◎

３　⣭ g����� ◎

g������ ྑグཧ↷ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ 一次試験 ஧次試験 ◎ インテリア⏘業༠఍

ᘓ築᪋ᕤ⟶理技術᳨ᐃ試験（➨�次᳨ᐃ） ２　⣭ g����� ��᭶��᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ◎ ᘓ設業᣺⯆基㔠試験◊修ᮏ㒊

Ꮿᆅᘓ≀ྲྀᘬኈ㈨᱁試験 g����� ��᭶��᪥ �᭶ୖ᪪ 㹼 �᭶ୗ᪪ ○ ୙ື⏘㐺ṇྲྀᘬ᥎㐍ᶵ構

１　⣭ g������ �᭶୰᪪ ��᭶��᪥ 㹼 �᭶�᪥ ◎

２　⣭ g����� �᭶ୖ᪪ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ ��᭶୰᪪ �᭶��᪥ 㹼 ��᭶�᪥ ◎

g������ 㝶᫬ ○ コベルコᩍ習ᡤ

g����� �᭶��᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ◎

g����� �᭶��᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ◎

ᅵᮌ᪋ᕤ⟶理技術᳨ᐃ（➨�次᳨ᐃ） ２　⣭ g����� �᭶�᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ��᭶��᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ◎

⟶ᕤ஦᪋ᕤ⟶理技術᳨ᐃ（➨�次᳨ᐃ） ２　⣭ g����� �᭶�᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ��᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ ○

㐀ᅬ᪋ᕤ⟶理技術᳨ᐃ（➨�次᳨ᐃ） ２　⣭ g����� �᭶�᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ��᭶��᪥ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥ ○

ビオトープ⟶理ኈ（᪋ᕤ・計⏬） ２　⣭ g����� ��᭶�᪥ �᭶ୖ᪪ 㹼 �᭶୰᪪ ◎ ᪥ᮏ生ែ⣔༠఍

１　⣭ g������ �᭶ୗ᪪ ��᭶ୖ᪪ 㹼 ��᭶ୗ᪪ ○

２　⣭ g������ �᭶��᪥ �᭶ୖ᪪ 㹼 �᭶ୗ᪪ ��᭶��᪥ ��᭶ୖ᪪ 㹼 ��᭶ୗ᪪ ○

３　⣭ g����� �᭶ୖ᪪ �᭶ୖ᪪ 㹼 �᭶ୗ᪪ ○

○

○

３　⣭ g�����
�᭶�᪥�Ꮫ科�

�᭶ୗ᪪�実技）
◎

２　⣭ g������
�᭶��᪥�Ꮫ科�
�᭶ୖ᪪�実技）

○

２　⣭ g����� ○

３　⣭ g����� ○

g����� �᭶�᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ○ ᪥ᮏ㡢ᴦスタジオ༠఍

g����� �᭶�᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶��᪥ ◎ ᪥ᮏ࣏ストプロࢲクシࣙン༠఍

ートࣃキス࢚ g����� �᭶�᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶�᪥ ��᭶��᪥ �᭶�᪥ 㹼 ��᭶��᪥ ○

ベーシック g����� �᭶�᪥ �᭶�᪥ 㹼 �᭶�᪥ ��᭶��᪥ �᭶�᪥ 㹼 ��᭶��᪥ ○


୺ദᅋయ➼ࡢ㒔ྜにࡾࡼ一㒊ኚ᭦ࡿࡍሙྜࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ

ᾘ㜵試験◊✲センター

◎：㔜Ⅼ目ᶆ（Ꮫ科指ᑟ㈨᱁）　　○：⮬⏤

目ᶆ㈨᱁　　　　　　　　����������������������������　　　実᪋᪥程 ཷ験ᩱ
�➨１ᅇ �➨２ᅇ �➨３ᅇ 対象学科

୺ദᅋయ
⏦㎸期㛫 ⏦㎸期㛫 ⏦㎸期㛫

ඹ
㏻

ワープロ᳨ᐃ �᭶ୖ᪪ �᭶ୗ᪪ 㹼 �᭶ୖ᪪

表計算᳨ᐃ ��᭶ୖ᪪ �᭶ୗ᪪ 㹼 �᭶ୖ᪪ �᭶ୗ᪪

㹼 �᭶ୗ᪪

᪥ᮏ情報処理᳨ᐃ༠఍

㹼 ��᭶ୖ᪪ �᭶ୗ᪪ �᭶୰᪪

ビジネス⬟ຊ᳨ᐃジࣙブࣃス（㹀᳨） 㝶᫬ 試験センターにண⣙ 職業ᩍ⫱キࣕリアᩍ⫱㈈ᅋ

��᭶୰᪪ ��᭶ୗ᪪

��᭶ୖ᪪ ��᭶ୗ᪪

㹼 ��᭶ୖ᪪ �᭶ୗ᪪ �᭶୰᪪ 㹼

情
報
⣔

情報処理技術⪅試験 g�����

�᭶��᪥ �᭶୰᪪ 㹼 �᭶ୗ᪪ ��᭶�᪥ �᭶୰᪪

Ｌｉｎｕｘ技術⪅ㄆᐃ試験

㹁㹁㹌Ａ（シスコ♫ㄆᐃ㈨᱁）

㹋㹁㹎（マイクロソフトㄆᐃ技術⪅）㈨᱁

㹋㹍㹑�0LFURVRIW�2IILFH�6SHFLDOLVW�㈨᱁

᪥ၟ⡙グ᳨ᐃ
�᭶୰᪪ �᭶ୖ᪪ 㹼 �᭶ୖ᪪ ��᭶୰᪪

-᳨

㹼 �᭶ୖ᪪

経῭⏘業┬試験センターにண⣙

試験センターにண⣙

職業ᩍ⫱キࣕリアᩍ⫱㈈ᅋ

㝶᫬ 試験センターにண⣙
Ｌ㹎Ｉ

試験センターにண⣙

㝶᫬ 試験センターにண⣙

マイクロソフト
ཷ験�ࣨ᭶前にண⣙

㝶᫬
Ꮫᰯ経⏤
ࡣࡓࡲ

試験センターにண⣙

�᭶ୗ᪪

᪥ᮏၟᕤ఍㆟ᡤ
試験センターにண⣙

試験センターにண⣙

g������
�᭶��᪥�Ꮫ科�
�᭶ୖ᪪�実技�

�᭶ୖ᪪

�᭶ୖ᪪ 㹼 ��᭶ୖ᪪ �᭶ୗ᪪ ��᭶ୗ᪪ 㹼

�᭶�᪥�Ꮫ科）
�᭶ୖ᪪�実技）

��᭶ୖ᪪
ᗈᓥ┴職業⬟ຊ開発༠఍

g������
�᭶�᪥�Ꮫ科）
�᭶ୖ᪪�実技）

��᭶ୖ᪪

㟁Ẽ技術⪅試験センター➨஧✀ g�����

ᾘ㜵試験◊✲センター

᪥ᮏクࣞーン༠఍

ປാ基‽༠఍

�᭶��᪥ ᮍᐃ ��᭶��᪥ ᮍᐃ

ᶵ
Ე
⣔

ᾘ㜵設ഛኈ試験

�᭶��᪥ �᭶��᪥

��᭶��᪥ ��᭶��᪥

ᮍᐃ

㝶᫬ 別㏵指ᐃ

༴㝤≀ྲྀᢅ⪅試験 g�����

技⬟᳨ᐃ　ᶵᲔຍᕤ

�᭶��᪥

ᘓ
築
⣔

�᭶�᪥ �᭶��᪥

⚟♴ఫ⎔ቃコーディネーター �᭶୰᪪㹼�᭶ึ᪪ �᭶��᪥ 㹼 �᭶��᪥

別㏵指ᐃ

㟁
Ẽ
⣔

㟁Ẽᕤ஦ኈ試験 ྑグཧ↷

��᭶�᪥ ��᭶��᪥

�᭶�᪥���㹼����᭶��᪥

ᅵ
ᮌ
⣔

 㔞ኈ試験
ᅜᅵ஺㏻┬ᅜᅵᆅ理㝔

 㔞ኈ⿵試験

඲ᅜᘓ設◊修センター

無ே⯟✵ᚑ஦⪅試験（ドローン᳨ᐃ）

��᭶ึ᪪㹼��᭶ୗ᪪ ��᭶�᪥ 㹼 ��᭶��᪥ ᮾிၟᕤ఍㆟ᡤ

インテリアコーディネーター ��᭶�᪥ ��᭶��᪥

ドローン᳨ᐃ༠఍ᰴᘧ఍♫

特別ᩍ⫱　ᑠᆺ㌴୧⣔
g������ 㝶᫬ 別㏵指ᐃ コベルコᩍ習ᡤࠊᗈᓥクࣞーンᏛᰯ

特別ᩍ⫱　ローラー

リビングスタイリスト ᪥ᮏライフスタイル༠఍

特別ᩍ⫱　ᑠᆺ㌴୧⣔

ア
ー

ト
⣔

⯙ྎᶵ構ㄪᩚ技⬟᳨ᐃ（㡢㡪ᶵ構ㄪᩚస業）
�᭶ୖ᪪

ᗈᓥ┴職業⬟ຊ開発༠఍
��᭶ୖ᪪

㹋Ｉ㹂Ｉ᳨ᐃ試験

ᫎീ㡢㡪処理技術⪅㈨᱁ㄆᐃ試験

ＣＧ－ＡＲＴＳ・ＣＧクリエイター検定 ㈈ᅋ法ே⏬ീ情報ᩍ⫱᣺⯆༠఍（&*�$576༠఍）

㡢ᴦ㟁Ꮚ஦業༠఍

サウンドࣞコーディング技術ㄆᐃ試験

��᭶�᪥ ��᭶



→学生は休みです。 （学生用）
※試験日は変更することがあります。

４　　月 ５　　月 ６　　月 ７　　月 ８　　月 ９　　月 １０　　月 １１　　月 １２　　月 １　　月 ２　　月 ３　　月
特別講義ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝA 授業開始 第一種電気工事士筆記試験 転科･研究生受付～2/29 学科卒業判定会議

（～8/4） 元日

二級建築士学科試験 後期授業開始
サウンドレコーディング検定

春季休業終わり 成績配布（学生） MIDI検定
入学宣誓式 憲法記念日 文化の日

始業式(在)･ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ(新在) 映像音響処理技術者試験 技能検定3級学科（機械加工） 卒業認定会議
学生表彰・成績表配布 みどりの日 2級土木施工管理技術検定（第一次）

工大編入学説明会（１年） 2級管工事・造園施工管理技術検定（第一次）

オリゼミ 2級ビオトープ管理士試験 卒業年次生登校日･表彰

こどもの日

オリゼミ
特待生伝達式

オリゼミ 冬季休業終わり
保護者就職説明会 学科進級判定会議

情報処理技術者試験 進級認定会議
インテリアコーディネーター試験 成人の日

CG検定 新年互礼会
技能検定3級学科（機械加工） スポーツの日 授業開始 卒業証書･修了証書授与式

技能検定3級学科（舞台機構） もちつき大会
健康診断(卒年・IT2） 二級建築士製図試験 第一種電気工事士技能試験 危険物取扱者試験

インテリアコーディネーター試験

基本情報午前免除試験
健康診断(1年次) 電気工事施工管理技術検定 前期試験・追試験 春季休業始め(～4/3)

山の日 建国記念の日
消防設備士試験

建築施工管理技術検定
電気工事施工管理技術検定 振替休日

成績送付（保護者）

コンサート実習
盆(指定休日)

学習成果プレゼン大会
盆(指定休日)

情報処理技術者試験
盆(指定休日)

海の日

危険物取扱者試験
敬老の日

2級管工事・造園施工管理技術検定

体育祭準備 危険物取扱者試験 大学編入学情報交換会

消防設備士試験
体育祭 第三種電気主任技術者試験 春分の日

測量士・測量士補試験 技能検定3級実技（CAD作業） 新入生歓迎女子会
無人航空従事者試験

夏季休業始め(～8/31) 2級土木施工管理技術検定（第一次）

工大編入学説明会（卒） 第二種電気工事士技能試験 冬季休業始め(～1/7) 天皇誕生日
無人航空従事者試験 秋分の日 勤労感謝の日 学園創立記念日

無人航空従事者試験
無人航空従事者試験 第二種電気工事士技能試験 第三種電気主任技術者試験

特別講義ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝA
（～7/28）

CG検定 学園創立記念日の
振替休日

技能検定2級学科（機械加工）

前期学費納入期限 第二種電気工事士筆記試験 技能検定3級学科（CAD作業）

基本情報午前免除試験

後期学費納入期限 第二種電気工事士筆記試験 後期試験・追再試 後期成績送付
昭和の日 （専攻科以外）

工大編入学一次試験
／

後期学費納入期限 夏季休業終わり 技能検定２級学科(舞台機構)

／ ／ （専攻科） ／ ／ ／

マナー向上週間(4/10～14） 健康増進月間 ごみｾﾞﾛｸﾘｰﾝｳｫｰｸ 鶴虎太郎奨学金通知式 工大編入学二次試験 工大編入学Webエントリー 献血協力 ボランティア清掃 3月1日～ 建築士専攻科授業
新入生個人面談週間 日本学生支援機構奨学金通知式 献血協力、避難訓練 クリスマス
SPIテスト 大学編入特別講義
奨学金説明会4/4～7

広島工業大学専門学校

1 土 1 月 1 木 1 月 1 木 1 金金 1

令 和  5 年 度 年 間 行 事 予 定 表

2 日 2 火 2

日 1 水 1土 1 火 1 金 1

日 2 水 2 土

3 月 3 水 3 土 3 月 3

土 2 火 2 金 2土 2 月 2 木 2金 2

土 3 日

4 火 4 木 4 日 4

金 3 日 3 水 3木 3 日 3 火 3

木 4

5 水 5 金 5

水 4 土 4火 4 金 4 月 4

水 5 土 5 5 日 5月 5

日 4 月月 4

火

6 木 6 土 6 火 6 木 6

火 5 金 5 月 5火 5 木

火 6 水

7 金 7 日 7 水 7

月 6 水 6 土 6日 6 水 6 金 6

日 7

8 土 8 月 8

土 7 火 7金 7 月 7 木 7

土 8 火 8 8 水 8木 8

水 7 木木 7

金

9 日 9 火 9 金 9 日 9

金 8 月 8 木 8金 8 日

金 9 土

10 月 10 水 10 土 10

木 9 土 9 火 9水 9 土 9 月 9

水 10

11 火 11 木 11

火 10 金 10月 10 木 10 日 10

火 11 金 11 11 土 11日 11

土 10 日日 10

月

12 水 12 金 12 月 12 水 12

月 11 木 11 日 11月 11 水

月 12 火

13 木 13 土 13 火 13

日 12 火 12 金 12土 12 火 12 木 12

土 13

14 金 14 日 14

金 13 月 13木 13 日 13 水 13

金 14 月 14 14 火 14水 14

火 13 水水 13

木

15 土 15 月 15 木 15 土 15

木 14 日 14 水 14木 14 土

木 15 金

16 日 16 火 16 金 16

水 15 金 15 月 15火 15 金 15 日 15

火 16

17 月 17 水 17

月 16 木 16日 16 水 16 土 16

月 17 木 17 17 金 17土 17

金 16 土土 16

日

18 火 18 木 18 日 18 火 18

日 17 水 17 土 17日 17 火

日 18 月

19 水 19 金 19 月 19

土 18 月 18 木 18金 18 月 18 水 18

金 19

20 木 20 土 20

木 19 日 19水 19 土 19 火 19

木 20 日 20 20 月 20火 20

月 19 火火 19

水

21 金 21 日 21 水 21 金 21

水 20 土 20 火 20水 20 金

水 21 木

22 土 22 月 22 木 22

火 21 木 21 日 21月 21 木 21 土 21

月 22

23 日 23 火 23

日 22 水 22土 22 火 22 金 22

日 23 水 23 23 木 23金 23

木 22 金金 22

土

24 月 24 水 24 土 24 月 24

土 23 火 23 金 23土 23 月

土 24 日

25 火 25 木 25 日 25

金 24 日 24 水 24木 24 日 24 火 24

木 25

26 水 26 金 26

水 25 土 25火 25 金 25 月 25

水 26 土 26 26 日 26月 26

日 25 月月 25

火

27 木 27 土 27 火 27 木 27

火 26 金 26 月 26火 26 木

火 27 水

28 金 28 日 28 水 28

月 27 水 27 土 27日 27 水 27 金 27

日 28 水 28 木

29 土 29 月 29

土 28 火 28 木 28金 28 月 28 木 28

30 日 30 火 30

金 29 日 29木 29 土 29 火 29

情報処理技術者試験

木 31 火 31 日 31

土 30

31 水 31 月 31

土 30 月 30 木 30金 30 日

ｸﾘｰﾝ太田川、七夕

29 木

水 31 日

マナー向上週間(10/2～6)

火 30 土30 水 30

金 29 月 29 金水 29

情報処理技術者試験
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2023年度生用　学 生 便 覧
HandBook for Students
広島工業大学専門学校
〒733-8533　広島市西区福島町２丁目１番１号
　　　代　　　表　（082）295－5111
　　　就職支援室　（082）295－6115
      
　　　https://www.hitp.ac.jp/
　　　就 職 関 連 shusyoku@hitp.ac.jp
　　　入 学 関 連 kouhou@hitp.ac.jp
　　　チューター　　
　　　　　　　　（各自がチューターのメールアドレスを記入）

@hitp.ac.jp

表紙デザイン：ＩＴスペシャリスト学科　丸矢　康太


